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(2)  

&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&必＆＆＆＆＆必&&&&&&&&必必

出和 5 3年度1圧久芍百字去認公紀ついて（予告）

必＆＆＆＆＆＆＆必＆＆＆＆＆＆必＆＆＆＆＆＆必ふ必＆必必＆＆＆必心必必＆＆必め

l, 日時泊相 53年 6月l 0日（土）午後 2時～

2'会場佐久市封沢弦話

3' 日程 p.I: 汎2: 0 O ,...._, 

l) 開会のことば

2) 去長あいさつ

3) 日程説明

4) 議長選出

5) 議事

第 1号韻案 旧和 52年度会筋，決点，芸計孟査，報告及び承認の件

第 g号議案 叫和 53年度事菜計画（案）承認0件

第 3号誡案 芸貝Jj変更の1牛（会貿値上げ）

第 4号議案 叫和 53年度去計予雑（笑）承認0件

その他

6) 閉公のことば

4'講演 PM3:oo--

「佐久平の遺跡について」 講誦 高村 博文

5'懇視会 PM4:3o,.._,, 

会貿約 l,5 0 0円

以上

（当日車は御遠慮下さい）



(3  佐久考古辿信 昭和 53年 5月 3 1日

（第 1号議案

叫和 5 2平度匠久考古学芸去拐報告

**********************************-*** 
S 5 2年 9月10 l::J 佐久市廿沢会舘にて総会及び花岡弘講師（（（よる講演

層封県における古式土師器の成立」

林幸彦会員IJこよる「後沢遺跡JI/)スライド大会を行う。

S 5る年 l月 l4日 佐久市岩村出浅1司去雌にて弟 l国例去を行う。この例会

において県考古学会より提出された、埋文白書の佐久地

区（（（おける詞査を分担して行うことを決定する。

S 5 3年 2月 5日 佐久市者村田稲両神社前にて、初午に米た人々を対家に

~&沢南高佼痴土史班の会員(((より、冽久遺跡保存署名を

実施する。

S 5 3年 2月l8日 佐久市岩村出浅間去賠定て弟 g国例芸を行う。

S 5 3年 5月 l8日 佐久市岩村田浅間会誼にて弟 5回例会を行う。

S 5~ 年 4月 8日 佐久町雌遣跡既出貨科及び遺跡の立地観察のため、第四

Im例去を現地にお lp.て行う。

S 5 :::i年 5月19日 佐久市岩村田浅尚会哀甘にて役員芸を行なう。

S 5 3年 1月31日 佐久考古通信仮 9発行

S 5 3年3月 31日 佐久考古通信;JG.10発行

S 5 o年 5月 31日 佐久考古通 1土/~l 1発行

S 5 3年 5月 51ゴ 佐久考古;Vo.4発刊

◎ 埋文白甚佐久地区ヵード作成

◎ 阿久遺跡保存著名実廂



(4)  

ど平度芸打決算報告

卓位にj

冴 I I I 
本年凌予算頷巫年度沢葬猿I．比 較 説

3. 3 9 [J 3.3 9 0 0 

I 

0 0 0 

I 1 0.0し） 0 2 4. 0 0 0 1 4. 0 0 0 

一
0 0 0 

I o 3. a o o 3. o o o 

6 1 0 0 L:::.6 1 0 

A ロ 計 s o. o o o -I -6 3. s 9 o I△ 1 6. 1 1 0 . 

］ 
支 出 の 帥

項 目 I 臼ド年1災予鉗．頌 本年1虻J臼叫I 比 較

酬・ 1)函 礼 5. DO 0 6. 7 o l) 1 1. 7 lJ U 

! 1)一 般旅致 。iI 
゜ 0 o ! I 

゜
o I 

• 1)印刷 費 4 6. 0 Ll 0 4 3.3 0 U ’ △ 2. 7 0 0 迎信5回考古 1回
．． 

要 襲 2)消耗品裁 5. Q O Q I 1. S 9 0 △ 3.4 1 0 
__j 

： 

3)食科 費 5.0 0 0 S. 7 6 0 7 6 0 I 

14 役務貨・ 1)通信 般 1 5.0 0 0 6.3 0 U △ 8. 7 0 0 

I , 備晶費• 1J, 畔脂入費
゜

0' 

゜4. 0 LJ LJ 

~0 000 0 
6 事務局費： 1)半務局費

7 予備費： 1)予備貿

゜'8 繰越金!1)緑越金 l) 2 4 0 240 

合 計 ，I ; 8 0. 0 0 0 ！ 6 3.8 9 0 .c.. 1 6. 1 1 0 
I ' i 
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佐久名古辿信 昭和 53年 5月 31日

紺弔賛

金 領 説 明

1 o,o O 0 

5,000 与良清顧門

I 
5,000 

I 
-' 

（第 2 号試朱）

昭和 5 3年度畢采計回（案）
,,..._, ,,....._, ,,...._, ,,..._, ,,..._, ,,....._, ,,...._, ,,...._, ,,....._, ,,..._, ,,..._, ,,...._, ,-...,, ,,....._, ,,..._, ,,..._, ,-...,, ,,...._, ,,..._, ,__, ,--._, ,,..._, ,,....._, ,-...,, ~ 

1' 総
';[A ,,_,._ 6月lOl::I(土）

2' 冽 ':.A 合> 月1国弟 2土曜 l::l 午後 2: 0 0 ,__, 

3' 講 演 失 6月lOI=/(土）

4' 会報の発行 年 1回 （与良，呉水，竹内氏追悼特渠号）

5' 通信の発行 年4回 (7月， 10月， 1月， 4月）

6' 股 ホ-- 云今 年 1回

（第 3 号試案）

会貝り変更り件（会賀i[i"t上げ）
,-..._,,,-....., ,,....._,,-.....,,-.....,,,........,,,....._,,-.....,,-.....,,...._,,,....._,,._,,,...._,,,....._,,...._,,-....., ,-.....,,--_,,-- ,...._,,,...._, ,..__,,__,,...._,,...._,,..__, 

第 5条 本去の連宮の経貨は次のよう紀定める。

1'会貨ア涸人会員年領 1,5 0 0円

イ 出体会員年碩 l,50 O円

（ただし，中，高佼生については 1,000円）

―ーを「1'去毀ア 個人去員年誼 2,000円
ィ 団体公員年痕 2,o o o I廿

（ただし，中，高校生については l,OO 0円）l 
と改める。



(6)  

I (第 4 号誡采） 附和 5 3年度会計予算（案）

収 人 0'.) 部 単位円

奥 目 i ，ギ1虹蹟碩 前年l!f和 伽 1 比 較 1 説 明

1綜越金： 1)翻越金 24 U 3.39 0 △ .1 :> 0 

2 会 致 ・1)会 毀 80.0L) 0 66.0 tJ 0 14.0 U U 4 0人 X2. LJ O 0 ~. 

3妾 託料.1)姿託料 o I 
゜ ゜ ---. '・-

4 会報売上金.1)会毀売上金 1 U.U Ll 0 10.lJO 0 

゜
； 

I 

5 : 1)補助金 30.00 0 

゜
30.0 00 

寄附金：—
I . 

: 2)寄附金 30.0lJiJ ;;-f 0I '30.0UO 
6 雑 入:1)雑 入 760 6 1 50 

ム口 計 151.00 0 I f so.oo u ； I l ＇ 71.Q O lJ I i 

支 出 の 部 i 

項 目 本年1度予算額 前年1度予算頌 比 較 説 明

: 
1 報 酬：1)謝 礼 5.0UO 5.000 

゜
諮帥謝礼

2 : 1)一般旅貨

゜ ゜ ゜旅 痰．．．
; 2)役員旅 貨

゜ ゜ ゜； 

3 ; 1)印刷戯 90.00 0 46.0 00 44.00 U i通信 25.00 0 
考古 70.0 00 

13.0 0 0 5.000 I 8.000 

: 3)食料巽 10.00 0 5.0 lJ U 5.00 0 
--・・・ 

費： 1)通信費 13.00 0 15.0 OU △ 2.00 0 

盛 .1)佃品講人飩

゜ ゜ ゜. •. 

終 '1)事務局費 10.0 GU 4.00 0 6.00 0 

金 1)繰出金 S.000 

゜
5.0 00 炭弔費ヘ

8予備牲 .'1)予 1,爾毀 s.o 00 

゜
5.00 0 

9繰越金； 1)繰越金

゜ ゜ ゜ムロ 計 151.0 00 80.0 00 71.0 0 tJ 
I 

! 

I 
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(3.)  佐久考古通信柑姐2
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佐 久考 古学
,,~~-』＾ダ,,.....,,,,,.,,.,,,,,.....,,""'ゞ,,~~~ダ,..,..,,.,,.._,~_,.,..,ツ,,_,,,_.,,...,.,, _.,, 

第 1条 本会紅、貢獣した方紀梃弔挙及び疾病が生じた際にこv:)規定を適用する。

rn 

(2) 

{~ 

会負の臓恥f(は冤お祝1,'1>を賠る。

会員の弔半には、香料を供すゐ。

会負0疾病匹は、御見聟をする。

第2条

第5条

第4条

会 蕊 弔翫定

第 1条に概当する拳項が生じた際は、その都度1品譲し，t決定すふ。

本規定t乞おける炭弔及び御見舞況対す．る茶返しはいただか唸い底のとする。

本規定は、昭和53年7月18より施行する。
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※
 
昭邪53年度第 1固役員会は、 ？月]日℃ 午後2時より浅勘会館に於いて、 1 0名の役負の

出席をも？て開かれ吐した。総会妬；上ツいて質疑のあ切ヒ渇昭和53年度会酎予算の再検討及び

慶弔規定の一郎修正が決さりきしたので％本紙上をもって報告並びi/C承認さ辻ていただきさす。
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愈

人
叙
が
紐
初
匠
手
匹
し
た
返
具
は
f

自
然
礫
や

白

盛

男

V 
t_4 _l __  

~ 佐i
J 石久。 J

］ 苔百 地§
f -+-ォぃ
げ
-刀 i
サ石出け
サ）嵐土り
サに心
J サ

~ 

J つ
f 
冴

~ 
〗い j
jて廿

で
さ
る
。
小
形
の
も
の
妬
は
蛇
紋
岩
製
の
菱
し
い
も

も
の
が
多
く
緻
密
な
哭
し
い
面
と
刃
を
見
る
こ
と
が

歴
製
石
斧
に
は
、
閃
緑
岩
、
痺
緑
岩
、
粘
板
岩
の

形
成
さ
れ
て
S

る。

も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
岩
石
の
剥
理
面
が
活
用
さ
れ
て

各

地

の

辿

跡

に

設

も

薔

遥

民

見

ら

れ

る

も
の
は
、
打
製
の
石
斧
と
石
鏃
で
あ
る
が
況
チ
ャ

i

ト
f

悛
砂
，
弓
粘
板
岩
が
最
も
多
く
、
稀
に
玄
武
岩

(J'j 

縄

文

s

弥

生

時

代

の

石

器

見
採
集
で
巻
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
岩
石
は
現
千
曲
川
河
床
礫
中
に
容
易
に
発

南
北
相
木
、
川
上
地
域
に
広
く
分
布
す
る
も
の
で
、

を
裾
成
す
る
岩
石
て
、
南
佐
久
郡
の
千
殿
川
以
東
の

佐
久
山
塊
況
出
口
谷
以
南
肯
沼
f

出
口
P

大
日
向
、

硬
砂
岩
、

粘
板
岩
、
娃
岩
で
℃

何
れ
も
秩
父
古
生
層

そ
の
他
の
ポ
イ
ン
炉
等
の
石
器
は
、

チ
ャ
『
§
,r
、

あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

の
よ
り
て
医
と
良
質
な
も
の
で
和
出
峠
産
の
も
の
で

矢
出
川
の
細
石
器
は
ほ
と
ん
ど
が
良
質
の
媒
賭
石

で
℃
八
ケ
岳
立
科
山
附
近
に
数
ヶ
所
あ
る
産
路
の
も

S

で3
8

と
が
あ
r
Q

呵．
i

男
佐
久
地
力
で
は
秩
父
荏
0

盆
威
岩

緑
泥
片
岩
の
も
の
が
多
い
が
、
北
仕
久
と
な
0

と
安

山
岩
製
の
も
の
が
多
い
。

敷
石
住
居
址
に
は
床
に
鉄
乎
石
．
か
敷
｀
さ
つ
め
ら
れ

て
S

る
A
9

：
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
の

lI}
喪

9.f玄
山
岩

域
で
産
す
る
も
の
が
多
く
利
用
さ
れ
て
S

る
が
、
佐

久
地
方
紀
は
周
囲
に
火
山
が
多
S

た
め
に
安
山
岩
が

大
部
分
で
あ
る
⑩

でさ さ都 ，こ平
あれ装れ付れに
るる節て近が大
のが吊'・""で古き
で、ゃるは填<
碧こ象例洩匠割
玉れ司も閏枯れ
‘は用あ山用易
赤披 Irくる v..) さ l.,".1.
王質曲° 泥れの

•‘ 葵玉 流みで
水證‘ 末こ大

晶と管 嬬と板
弓 、い玉 のがが
j fj 稀~·.. 流多得
“：妬条丸 れいら
r.i. に怜玉 山しれ
げ：スがが が‘品

I 
函 1 第発 利中く

しー文ー立ニ-足~____.liL庭―_,:

用
g

ら
れ
て
お
り
、
衰
．、E
．岳
｀

安
山
岩
紀
は
板
状
節
理
の
発
逃
t,'
る
場
合
が
多
く

古
埃
の
築
造
紀
は
滋
'
C
蜜
の
関
係
か
ら
各
そ

3
地

凶

古

懐

の
板
状
節
理
を
利
朋
し
た
も
の
で
あ
ふ
。

岩
の
河
床
綜
が

利
知
さ
れ
-
し
5

ふ
こ

と
が
多
い

の

石
皿
や
凹
石
、

多
孔
石
は
大
部
分
が
硬
芍
な
安
山 `

 

繹
文
造
跡
か
ら
は
大
型
な
石
梅
が
発
見
さ
れ
る
こ
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佐 久 考 古 遥 信/fbl2

〇
ひ
す
い

R

碧

玉

◎
め
の
う

＠
玉
ず

s

火
威
岩
3

中
代
玉
の
よ
う
仄
含
ま
れ
て
S

る
。
白
、
乳
白
、
紅
℃
縞
模
椋

産
出
蒋

産
地
は
限
ら
れ
て
い
↓
Q

が
稀
に
少
菰
産
出
、
肯
色

ュ
製
造
容
括
｀
な
蛇
誓
、

も

4

月7
 
年-S 

5
 
和昭

⑪
緑
泥
片
岩

滑
石
が
用
S

ら
れ
-
し
い
る
。

佐
久
妃
産
出
｀
な
く
秩
父
産
、
背
色

硬
度
？
、
良
質
の
も
の
は
緑
色
透
明
ガ
ラ
ス
状

砥
腹

7
、
緑
背
色
、

め
心
り
に
似
て
い
る
乳
白
半
透
明
｀

窟
晶

レヘ

紆
如A

物

..,_, 

＾ 変
臥

岩

ヽ

⑩
砂
⑨
鐸
緑
翠
灰
岩

岩

荒
砥
．
f

砂
の
沈
祗

黄
や
緑
、
黙
の
も
よ
う
。
あ

b
、
海
底
，
火
山
灰
沈
毅

R

粘

板

岩

枯

土

の

沈

緑

、

仙

台

石

と

阿

じ

も

竺

熙

色
、
乎
妬
は
げ
易

唸

R
チ
ャ
i

t

⑦
硬
砂
岩

石
英
細
砂
で
硬
い

＾ 堆
積

）
 

珪
酸
の
化
学
的
沈
璽

岩

⑤
蛇
紋
岩
緑
黄
色
、

献
醤
、

大
日
向
、
北
相
木
の
み
＂

④
婢
緑
岩

産
地
少
し

（
出
口
、
大
日
向
、

北
相
本
．
｀
川
上
)
硬
く
て
酷
く
と
芙
し
い
。
昭
緑
色

＠
閃
緑
岩

脈
岩
産
雄
少
し
、
硬
く
て
緞
黄

緑
色

＠
玄
武
岩

荒
船
火
山
だ
け
に
あ
t

完

内
山
、
—出
口
方
面
一
名
う
ず
ま
を
石

①
安
山
岩

火
山
か
ら
の
裕
岩
、

‘‘ 分
火
類

威

岩

、_,

多
孔
質
の
も
の
か
ら
緻
密
の
も
の
が
あ
り
堅
S

も
の
が
使
わ
れ
る
。

て
行
っ
た
認
娑
C
心
目
で
見
て

5

五

又

山

の

炭

焼

一

小

屋

な

ど

が

自

然

匠

患

ビ

悶

豆

ら

は

ピ

応

ー

私
は
f

笠
む
人
が
居
な
く
な
り
t

告
然
匠
諷
ふ
れ

と
。

A
.
 r,‘ 

s
っ
た
い
住
居
址
が
ど

の
よ

う
紀
し
-
J
'工
3

中
に

』
~
゜

4
ゲ 楊

距
白
怠
先
生
が
見
え
た
際
妬
、

て
の
話
を
さ
訊
だ

はと紀 患じと百
っ在取然つよ lr.ij わそ
をつりしてうじれの
りて組上い沢．考北．話
と流 み板允私 え 0 11) 

救れ..:t'; 0 たで払中
ぇ -r菜北 ちあはで
て落か返 に -;i, [何先
はらき跡 色たか生
くたでで ふ° らは
れ° か汗 なそ石・℃
なだくだ 半しが.,...,
いが土く をて好石
° 土むに 教又意は 先
なは上な え‘で物 生
ぜ中に b て土あを は
でふはな くも h 言 石
あ選汗が れ石‘ら• 四
ら梢 がら ．ると先 I..- っ
り を玉 ::!:: と同生と い

—~ • ~ ~ ● ... . 

歿
る
の
で
あ
る
｝
う
か
。
こ
ん
衣
學
査
私
は
考
え
て
見

上
製
井
北
迫
跡
の
調
査
の
時
で
ふ
？
包
発
抱
心
視

自

然

石

延

雄

と

遣

跡
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衣
り
土
に
遠
元
す
色
。

「
地
球
の
技
を
し
ん
む
S

て
」
と
一
5
5

っ
た
一
―
i!J

葉
の
あ

っ
た
船
を
私
は
蒐
え
て
S

たd
C

地
釈
の
皮
を
し
ん
む

＜
燐
耕
は
確
か
に
．
目
然
破
蝦
で
あ
り
、
又
本
格
的
な

條
餅
の
始
浣
っ
た
の
竺
弥
生
峠
代
と
す
れ
ば
自
然

破
踪
も
又
比
〇
嗅
匹
始
茂
っ
た
と
言
え
る
。

単
や
本
は
繁
茂
し
て
大
地
を
條
謡
＇
尺
誤
鉄
は
雑

単
を
除
去
す
る
半
紀
依
っ
て
営
な
茂
れ
る
ウ
地
表
の

雑
草
を
除
去
す
る
益
耕
は
、

住

活

址

内

0

石

峙
に
は
雨
水
代
よ
り
土

が
流
さ
れ
て
地
形
を
裟
え
る
。

に
盤
字
を
論
じ
た
記
半
が
あ
9

た
。
其
3

一
説
に
、

も
う
す
っ
と
詞

3
出
で
あ
る
。

説
売
新
悶
の
社
説

自

然

と

邸

康

枡

生
え
る
半
は
向
じ
で
あ
↓
令
物
は
腐
れ
ば
脳
栢
質
と

（
文
、

琢
が
火
災
で
焼
け
た
妬
ー
ニ
て
も
屈
．
9
に
禅
草
の

）
＿
し
て
距
板
か
松
第
に
腐
っ
て
t

洛
ち
る
。

[
て
し
て
小
屋

な
＂
ら
な
ふ
と
第
一
妬
周
り
四
雑
草
が
生

s
茂
，
心
O

f

モ

ー
も
見
て
S

る
(3t.-:3
あ
り
さ
ま
を
見
7

念
と
、

人
が
居

かたくり

芸
れ
て
い
↓
匂

一
鋒
H

＾
で
あ
る
私
の

L
年
は
乞
”
舞
箪
と
心
敬
い
で

あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
．
宮
で
は
な
汀

紅
し
た
が
だ

又
ー
カ
で
は
自
然
紅
逆
行
し
て
営
な

な
化
か
私
た
ち
の
日
露
生
活
は
、

i

万
で
は
自
然

く
は
凹
に
投
入
さ
れ
た
物
の
よ

う
紅
考
え
ら
れ
た
。

は
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
石
や
土
器
片
の
多

披
し
な
い
で
¥
住
后
址
内
に
土
や
石
を
杭
し
込
む
享

る
が
、

s
か
に
洪
水
と
吾
え
ど
も
厨
囲
の
土
地
を
破

的
を
も
っ
て
入
れ
ら
れ
た
物
？
あ
る
と
は
考
え
ら
れ

或
S

は
住
居
址
内
竺
心
の
中
に
は
、
何
ら
か
の
目

れ
た
。

夜
又
は
二
次
的
に
住
居
を
作
る
た
め
な
ど
の
目
的

樫
土
Q

中
0
石
は
．．
 

自
然
堆
桜
で
に
な
5

と
言
う
取

で
あ
っ
た
。
或
S

は
土
地
を
農
耕
妬
使
用
す
る
た
め

も
一
組
が
つ
ぷ
れ
る
ま
で
匹
に
何
年
か
の
年
月
が
か
か
る
。
一
で
石
を
入
れ
て
周
囲
か
ら
埋
立
て
た
よ
う
紅
考
え
ら

発行者

滋集者

-- --~-
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む
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が

3

佐

9
ぷ
名
古
通
信
底
口
考
を
お
届
け
S

た
し
ま
す

今
年
窒
総
会
で
、
述
儒
の
発
行
予
定
月
が
決
崚

り
玄
し
た
。

七
月
、
十
月
な

i

月、

四
月
の
四
回
で
す
9

諏
根
を
沿
待
ち
し
て
お
り
を
す
。

と
し
て
大
S

に
通
倍
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

自
己
の
意
見
や
研
光
を
気
醗
匹
交
換
し
・
4
E
9

忠

砦
S

日
が
靱
い
て
お
り
迂
す
。

輯

集

後

f
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f
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(2)  

なに営今い 誤 次の年

くもの回ま年＊ ＊い万場日号尚、で度去
ご‘た し度＊ ＊申障 て 御佐る

送おめ， たの＊芸＊しお所時ふ、日案i 囮 h臼
命忙‘所、浚＊ ＊上繰 知混、 内 月
下しま り＊賀＊げ合岩五ら い ＋ 和
さいた紙末目＊納＊ませ村月せ釜た学日 王[
いこすを納匹＊ ＊す(/.)出十政誨し会(/.)

まとで同の当＊入* 0 上洩三し内ま総 : 芋十
すとに封方り* 117 * 御間 1:::l ま谷す会 翠五
よは納しが会* ¥[I_ * 参会へず筈゜(/.)
う存入ま大貨＊っ ＊ 席館 日ヽ゜{/.) 日に 応’‘ 年
おじ済し変納＊ ＊ 下大 詳 時於云: I正叉

I 、一 細まみた多入＊ぃ＊ さ会午 細 がて
いす()_) ())いの* * V, 議後 に 決‘紅伍：

致が会でよ整＊て＊ ま室二 つ 定昭 つ久
し‘員‘う埠＊ ＊す 時い し和
まおの会でを＊ ＊ よ し て ま五ぃ手テ

す忘た（/.)す行＊ ＊う は し十 て -:::r.: 
° れめ 連° な お ‘た鴎 ロ

ら教天八扶時 七訪やり、まで対つのまぐ
染育下月余金七回い土馬れあすて 喜 しれ 岐
・ま字の七 i 浦月斡か器根て t) るき いた近 し し

っ部 5蛍日隅空三二固けを 1脊 V> ... 理て史も采韓 l 亡ギ', し
たの行午印港十古（／）みがん今屏いに(/_)績固 し喫I" ( 

三加ス佐寺覆一代あた顔゜炭なる対がを人 し函 t
十膝ケ三し 日史ついをこはしよすあ示自 し l 

七章、｀ク将慶京十のたもだん日にうるらし身 i 層~I
名先ユ釜州城一旅釆(/.)し、な韓はだ韓と 'VC I. I 
の生 l 補 I I 峙にアだ 詰向 l::l 0 匡Iい特 よ し史 i
参を Jレ空釜板東参・シとおを国斗ヽ韓側う匹る し し
加指で港山門京加ア思、れ閣(/.)古国か° 考韓 i (;_) I 

者導あ装し）舌空す又いもく共代のらそ古国 (~ 屈~(
は者っ 京し港る化たーに同史文(/_)れ字古 し i 

視とた七城水装こ史ちつつ研(/.)献発と的代井 i 刃~l

； し、゜、（日と原 と叶‘臨け、先鮮や吾共成史出 I I 
八まし同匠先以国 が明考力匹果研 しらし

全 日わ公午し会前の例強は占も‘は先正 l i 
国 Iのつ州後たのか古の（困字強日目に義 i(~) I 
か学大 炎て 1 - 0 第ら墳野窒雌匹ま本ざす t 

次しわ国晦s ヽ 弥の代五れはと比るた七 く二いの中
のたがの代 生影は世は価比較° ど二京(/.) t るよ学
よの国はに 式響い紀肯文軟に韓つ年城で三° う (j_)
うは(/_)げあ 峙をわご銅土し使出て v'C 0.) "人女な社

紀六飛した百代うゆろ器苺て利全設新幽こは性口会
な六鳥いり透にけるか使 みで 1本后I染立といは l 和
る八時対‘ 入て古ら用つるあかささ中ばる三卜の
° 年 1¥'.:立大のつ妹朝鉄 (j_) づとるられれ央(/)よ名 Jレ出

でで吟和三た費鮮器峙い... 0 す‘た博心 'J "や当

ああ 1~ 岨固も (}.)時代て誨韓ぐ堂も物配だ緯変教
るり 廷(/.)の農時代で無又固れ々(/.)館はが国り諭

0 、 ¥/) (j_) 協似＇ と耕代にあ又式古たたでは迂 ‘語種が
こ新わ成 考文で入る土土代又る‘‘つ後をも大

れ羅ゆ立 え化ある° 器器史化芙韓景た秀埋か多

をがる期はらをり° つの (I.) の財観国 誓 くな屏な数
表半三で日れう‘初づ埒時年がを(/_) なガでりだ

示島固あ本るけ日期 V、代代代集誇古内し＾イ含迂が
すを吐ら(/_) 0 人本鉄てではをめつ 寺 に° ドるじ‘
れ就代° 古新れは器 B'韓日らて ((C ー が人っ小

ばーは三墳細てこ時 0 こ国本れいか九 つもて生
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をて刃太器じ土弥生 え器底又
胞い筈形そら器 らなや椋韓
じる (I_)~合(/_)れと式れど押型 り国統三 祈 古 無櫛
んと給梨刃‘も ‘北鮮土て古披 もに一国 高雛初朝肯又文
° 弥生 (/_)釜 器い 又(/_)は罪祈恥百勾 妹器期鮮銅土土
こ 石柱状 と山会とる (I.) がは‘ 代＼済麗 器器器
れ式斧 もに寧(/)よ土みみ日時 ----ノ 時防峙
ら又類片い近五近う器を らら本代 成 此 代代代
は化や刃、うい詞似で れれ (j_)

斗・--'- 代
肯応半 べ金辿跡 性あ辿るな祗 期

銅器ま月平扁き向 がるじ゜い又
つ形 土貝の船° て岐°土

貼 た 〇玉柱片刃状器いがて 塚器 じ無 日 近面父 器奈飛 十口

雷 維
代く石 か形ら又卒は の吐艮烏 墳 文
追跡 共危 らのれ 土と傲土よ 埒 貼 時 時
逓丁 は共る諾(/.)降器う代代 代 代 代
かすた 弥生性迪 0 (/_)因起応に
らるど 板付 中辿認は象
発もを 式が にが文‘華
見 r/_) み片 る 士論式は考土矢な

゜

い 新羅 (/_) 恵器 い も も 文の(/_)て (/_) る れ 目 古耳(/.) 形青さ
て又ら わ努出 パ金で明古思、た(/.)串師華古成銅れ
し,., (/_)化は れか恵土 ツ 具

ヽ ら墳い ° か記等麗墳 し 器る
た須と すて つ器 し ク を獣か文で当 が神の さ 時た と と
° 恵いべいたがて ル細面で化 あ峙や功精に代 も共い
須(/_) わて る ° 三いはい＾あにるのく呈后 緻屈 (j_) 心 に う

器恵台れ底 こ 四国る 須金螂る影° 日柚 な嘆延と ‘か
付るが と 耳時 ° 坂(/_)子 ° 智 こ・-'-+'.l-、 々 (I.) エさ 物思 日 ら
が壺ほ円 も ‘ 代 心針椋高勾 をれ人(/_)条芸せはわ平

ヽ

古 (j_) ど ＜ 日 六 (j:_) 逍金ッ 与ら(/_)珍に技ら‘れ vc B 
墳台に で本耳尻 塚古 でを麗え (j_) , 虚宝 -, 術れぞ る わ C 

時妃特色 含との物 つかのて杉異を さ金とるず ° た三
代は て回壺の 墳 た た帝い式 わ鉛を銀そ(/_) ゜新 っ世
半 ‘ 7)‘> ” V, じが主 ヘ い ど金らやまに 金器 て紀
島血 ある だ肯雑； 槙で っ 六目 ;,-ヽ 技 四あは 玄 冠 (I_) 弥 こ・

か角ふ ゜ 0 宮ギ． ノ佗 石いた もと術ありみじばや金 生ろ
ら (/_) と 百 百 と な 均る 一 見はがた← ゆ長(/.) 式か
伝急，い済済 し す

ヽ 。っギーわ り と と さ 鎖装 文ら

来さ が開
ぅ は (JJ て こ． か縞 ー な 見が (rC 翫ビ しは型飾 化鉄
° 円須用 と ら子つ も し国みさ て '(/_)品 を器

ら さ や奈良 具でが本独 る大 と 9Iヽiヽニツ ついが るじれた
1し ,`... ー みや 丸に料--. ii) 自勾 も 型 し鈴 き てそ 韓° ぷ
な 日 お感埒瓦つ味そ埴(/)玉(/)のて で りいの固 ん新
か碑わ じ代(/_)いがの編 も も ｀ )- も 用 あわて形 (I.) (/.) し
つ Ii'.) つがの連て あ直1 vc 心 り し (/_) Vヽ 6 か ‘ は銅 目い
た共た異 も 単知る 物柑で って 1,C ら >ヽ-- るこ日鉦は で焼
0 閂•• >-- る (/) 又" る ° や当 な ば用つれ＼＾ ° れが た物

含 よ と球上駒人す v, な し ＜ た う こ 7'.J, (/_) 十 し で
(/( う 共は {j.) 馬物み こ も ら ら 4ヽ ° れ立日 も I ヵ~ あ

つ古に 追 済百` 貴重 1象の意味 と (I_) オしれ銅韓はをの二 め る

い代思し 型文 ががた弥鐸ヵゞ 国馬だと十 た “),-一
て憐わ‘ な谷椋のわた防生 (/.) 具 す同 cm 印い
深画れはj 羅祈も器はもかくの iJ寺‘青こ鈴じ位 象 う
い又た勾 <I) な含(/)つさで代 8 銅品 しでで (/.) に［ こ

感幽 ・1(/_)ヒ ° 麓は ->-- ど わ ． ン— たんあ (j_) 本 て あ あ小 ま と
(/) 日 V に[ め さ ° あら 祭妬ィ叫t用 る り 型 た ：も

を吋し も ふ う 当 てれ明 り う 紀伝 ぃ こ ヽ (I) 鮮
おば (/_) (,I_) ° 峙写て器 ヽ

0 V<こえに ら • j.-- 舌 も か玩
-し!、． ら は飛 </) 的実 い r:t 日 翌 ら 鈴馬ずしがが(/) で実
え し

ヽ
鳥 馬 る日本 なれ たはつだ ぁ匹



(4)  

所内十れ J真墳王 学こ閲単後中(/_) (/_)番 て中況磁跡ら
三 おは(/_)咳武が(/_) (/_) 流で 京 目 :t~ い (J.J つ(/_)に李降

が 弓 椀樹木 群 <D 寧二胆白明(/_) ... 城(/_)州る農てか Iハ副城

ぁ末を が谷王つ史済王態津熊子(/_) 付古は° 付ヒけき初温
る山せ伏でるに I夜もを().)が 邑都釧 風＝ら‘期泉
゜里 抜い入とあだ都扶に又 で江 娯 l を段のホ
古たわる る大る い城余造局 を あ(/.) は Jレ Vヽ 々 窯テ

悶
よ れい ° 圭自 ― と じで応郡王攻る屈 史袋 ＜ 知i 喝］レ

う た と 谷 し い vc あ造 しは め ° 曲 し 妬つ (I.) と に

I ＇恢と な日しりた う し る都た南洛尚部 V, おかあ し泊

は書丸小て右手 門 ゜
ヽ ° す 0 (/( さ勾に ° さ 拾る て つ

外見 かいとみ を 牧町る こ 後れ馳つ 自 屹 っ小知た

れ項ちぇ車＜ 育 (j_) ま れ，退て 足） ＜ 然てた 山 ら翌

はた丘がて窓ぐ が人で‘ がし団芸-たら 1Jゞ 公 ° でれ日
他 り て っ ＜ っ 盛た 公て めれ 握州 含 早る は

(/)つあてる帯て
ん ち 乳州 象鵞七四且玉が発 疾~ た かにれて 梵

ヽ

丘以 案ば竹と 組亙る 予＇で税わ 悼゚ uo 里歪' 教で ぃは嘉 全で鸞 ＄山扱 箆勇白
VC かl匁i:iJ v, わ龍 _「口P,) . 

息、 應なけ山麗
何と 弟 閤固世屑り＿）

づ て窯末
大肖 に年以 左— ぃ途ヽ ＼ ー育 易か

日たて年王妃の と獣い宮差も大アがだ (j_) つら息れに円 (j_)

元° お七 いのた殿を が ーまき 1 つる大た偶を目核以裟
で武ら月 う像大 ったなチけう兌釜然 Ct:) がんでわ

生寧ずに阪° が石見け埒か型ら° 見之元みっ む馴であり

t 王 学界偶と墓銘誌 古もてらがまのれ一灰孤 ° れあるを
れは 然わ 填傍いれ敷ほ天‘枚ふ先かさてる° な
た名に発見 か を応るてきこ井こ一る生つすく° 入 Vヽ

と斯をは つに守立よいつ彩全れ枚え＾たがる i岐口゜
記 かさたよるてうるめを信を (J) て京こ (IC と影 VC 丘

さ 摩 り れ ゜ っか らだ ゜ ら し 成 き直§ し城(/_)王 ‘は立陵
;}'L と 知る こ て のれ ゜せりれて し れの ま 大王陵そ宗つの

ていれま の こ よ て羨洋 ヽ し ヽ い I」、 っ学陵 t-c の止 と 斜
いい な で 王 れ う い迫 (I.) 羨ム 全に ロ た教の ° 内だ 附面
る 、い全陵がに る (/..)あ、道 0 1本小に と 授中排部 ° 部 l疋
間 l::l 貨 ＜ は武面 ° 入 と 都長 と 口はいツに水の電はつ
坦小記書科盗掘 昭寧かそ口ぎと力し積ずうがは諧り灯坤 ＜ 
の を 和王れ四を詰玄形てみベ(/_)'じ(/_)つが で ら

王 提を四とて前塞の 至 (/_)内にてもあめ崩はつ き れ

でに供 う 十そ v, vC ぃ 中は床部 し 文学~ ま てれさ け れた
ヽ は しけ六 (j_) た石での段面はて様実 り 入かに ら い小

化財築博物 (j_) もれをんも ち 石 わ と横前百 料撼方 こ五
の 上公み匹出だ (I.) ‘でず思穴葉済宋で 1郭に れ 0

尊重 す館に州 ゐ類土石が 前筏かわ式匹の山迩式あ は一

ばはあ国 こ似 し 室 あ方 つだれ石か都里 り (/.)る六年

匠ら児京る立とし ‘も る後たがみ 室け城古 ‘横第 世に

対し り物博がて須め と 円 も 存 0 f:＆ ~ てか墳 囚穴六 紀即
すい っ てい坂り い填の 在 日 も (/.)置桐壁式号(/_)位

る近公州 は館きるの‘う(/_)やす本つ王かは (IC 石古古し
国建代 なはなと鎧二 0 J(多 iはると絞候れ約四室攻墳‘
家的 物嬬‘かい塚 号 ま式丘ジは期畏た七神でもで五
築扶灸 r行つわ二坦たこのだ異古族五十と‘ほあ二
なで で街 Sたれ号か天似前け博る項の世基雲壁ぽる三

待期あ あを° て墳ら井石 か方で と慕紀と又面同° 年
り殷州 る一 い出は よにた室園で未いが全株武に
の' 0 望 る土獣をつ方く坦係あ葉わ描体の寧没

大 こ と 韓す がの首合た形
ヽ
ヘ の るかれか を規 王 し

き {]_) ど 国る 、も塁面 掌プの天九深° ら ‘れ漆様の て

い固れ(/_)晶 い (j_) 形ラ壇井州い 1:::1 六公て喰を すい

こ (j_) 'h 国い ずが にンをを応も本世州い状も ぐる

と 文新立丘 れ こ具組の持大はの の紀に 今塗つ下 ゜
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散山白物都ら十対 一飛王 ((C ず全々 に等刻墓陵が 1
る上馬館で百 kmす武応烏都よつ体と百圧たんのの感
花に江しあ済飯 (J.) る寧う朝でつととし済倒だだ人副じ
の追を扶る 扶防王なのあて大 した第さ感墓口葬 ら
如＜ い舟蘇° 亡余 衛(/_)づ 本 つ中

ふさヽ て盆三れ嘆誌を品れ
つで山扶に liC の 子け国た国 ＜ 飛地番て さの石守でる
白め下城博余至移た聖みでこ ‘‘鳥で目し息‘っヽ o

馬らるし るたしめ王よ あ と 日悠を ‘のまを王てそ 館
江れ° 洛花物六 都＾うるが本々思わ 豊古つ発‘いの内
にた済百 長館六 (j_) を亜なと実(/_)と か都扶 たす王た数(/_)
身払多 岩 〇年 が公明たい感港流せな よる妃石は 陳
を 滅し釜 五州王たっさ妬れる水余うは (j_) 獣二列
投の亡白先生 士三か-―ずた
じ宮 l!C 馬 で．八 ら 力ふ ま 坑

れ辿る地田はなか続金純玉‘五品
る じ白だ地‘｀脳り 0 は

た女 あ江の一年錦宿い地 ° 当馬が喘公 じ 、 製 と〇 す
伝とがたと 案 二で江敵で学百時江 ‘を 外I だ王冠王余ぺ
岩りめ内二‘下高勾 あ者済国＾そひ よ ° 陵飾妃点て
え頭 ‘ぐで年そ 流 る{/_)朝踪錦れか り の ヽ (/_) と武
らか扶 り .., IHJ れ約鹿 ゜説 こ的江 よ え も 妖耳名い寧
オし ら蘇 ‘博のか三に も そなシ り ‘広 気飾を う王

゜
を軍あ林寺 係し国白救話こ科こ港剌幻を延城博江る
刻蘇定 る 舟をての村援さと判こし廷のほ々を物上゜
ん ° 跡か失大迪江 vc れが廷かて(/)よ こた負館かそ
だ芳第侭 ら つ和命匠 向た娯(!_) ら 含 使 う つる つ付 ら(/_)
(/.)が一石上て朝を 於か とせ頃 飛鳥 た紐1~こ て羅て近古落
で自層造がし廷決定 てつさら係 こやよ い城 、ツ都下

‘己の五つ主は 唐たえれの匹 と軍 みたを 二は .,. 牝右,c,． 

塁平の四陪てっこ的の大 言 る深伝で船がと走重背望を
功 l田塔‘た(/_)な水和わ° さえあがえいらの後め仰
績にを白 (j_} 半も軍朝れ 当がらろこっ うせり人にばぎ
と を済百訪 馬 で島の匠廷て恥容れ う う て ゜ ‘ 壁椋 ヽ っ
も た ね江あ妬に敗(/) v,, は易て ゜ し ＜ 古前を高当 つ
よたをる大橋 る於しれ 硲る 言な ＼ハ仏て る代血め 一 時

ヽ

はえ平 0 0 けてた 軍° 葉も つ 教 vc ° 国 ffC ぐ 0 の水
れる 定国を る し こ が 六 さ のたや ぎ七除紫 ら Q 百量
る た し宝渡 すま と こ六えで ° 芙 vc 也都華 し m 済 豊．
° め た第 乞＞ ベ つが(/_) 三 1/-) た 百~ 術 ぎ紀 市な ‘の王か
百の唐九て てた ‘川 年共か済 エ し ‘の町 束扶宮た
済 碑銘 (/_) 号 ‘ (/.) ° こ 口百通つと 芸 ぐ大．姿 た 西蘇＾ 白
の 将で定- 閲そのの済匠 た大 も 入和がみに山現馬

＾ 
ば-, を石わ飛の仏 には花十に典

つ を扶掘製か鳥ま 像扶思韓岡雇は亡
つ か余 っツるのまで 余国 わ国岩告日(/)
き みはて も ° 関 のあ れ古を(/_)本歴
は し心 も あ宮中 飴,,. ょ る立る代用大の 史
十 め K 出 つ カら疇 う ° 薄 ° 文い き よ を
五 な慇る た寺ど 左飛物 化て な う 物
方戸 カ: じ ほ ° でん蓮烏館 の精石た語
VC ら る ど古み な華寺で 高緻造木る
な ‘古で瓦 る 妬 文や .tl さ な塔塔造塔古
り □ 金都ぁ は よ 深の 山 ヽ を彫が
充 づ先生 で る し^ う い丸瓦 出な 象刻を 多はで
ーず くあ と 迂 な ~l 寺ん 徴 い少 あ
゜ ..._, l!C る閻で半虹思伝(Jあ)を出 と す施 ° な る
御 別れ ← かも み土い る

たし 豊富 ＜ 
゜

叫 とさ扶 る(/_)つ も ヽ頓•-•c 

待 をいれ余惟像 つともて (/_)石に 三国
下 つうたの た済百(/_)も の造産胎(/.)
さ げこ° どへか と瓦 よ建す翌五寺
V> た と こ滑が と そ と う 築 る 院
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告お三古月る久久三 示

四七日七でさ日学間半市考日十会本~ : 

月月 月 行め刷会昼が又古 し月 が年 z z 
十 八なまの員夜決化学五匹言i I笈 z 2=;;r z 
十六 日い し見(/.)に 定財会日入画(/.)~ 寸-~
l::l 日 ‘ また字努亘 し 審 ' (/_)りさ総 z z 
八す゜者力 り‘ 詰佐三準れ会 Z弦：
月ジ詳ヘ はと大朕委久日愉て (IC 苔 z 

役佐例十 細 千 共洒示員而間会お於 z ./、z
員a 一 匹人催斗物会教‘がりて z ツ z
会 会 日 つ 以(/_) し(/) (/_)育 1日開 ま ... ~ ~ 

、 い上 ）j ま復共姿中か し 半 z 叫Jz 
迎 九 ても々し ）/si_ 催負込れた東 z ~ 
信 月 は訪のた‘に会学 '0計 z z 
版 九 次れ協°準よ‘校助 幽 zz 同 z
十 日 号‘力こ伽つ公貶日 (/.) z z z 
二 ... (/.)大にうにて民於は 一彦 z 

二 会取よ し 約開館て十 つ z z 
発 月 務功った 一 催 ‘‘— vc. z z 
行 十 報をて考ケす佐佐月 股 Z z 

0 0000000000  &&&&&  
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C
仁

; l 案昭

i ： 
悔
印
寺
か
ら
掟
州
へ
向
か
う
途
中
で
皇
霊
を
通
る
。

．

．

 

数
が
ま
だ
生
き
て
い
t.Q

こ
と
を
知
っ
た
。

こ
で
髪
季
彩
菜
に
は
げ
む
像
を
み
て
、
緯
画
で
も
仏

困
係
ガ
キ
リ
ス
ト
叙
が
ふ
え
て
S

る
よ
う
だ
が
兌
こ

で
、
9,
1

封
愕
い
だ
か
う
す
れ
、

睾
転
は
了
↓
＇

ii
ょ
“
と
の

即
崎
代
に
陪
教
を
国
教

と
し
て
仏
牧
を
排
斥
し
た

3

刷
っ
セ
慇
右
心
経
合
乱
念
に
買
っ
た
。
韓
固
で
は
李

で
も
り
（
ご
紅
氏
使
用
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
脚
木
で

六
！
―
二
五
一
年
の
叫
に
つ
く
っ
た
も
の
で
』
．

s
*4{ 

救

済

3
悲
網
を
と
め
て
1

尚
誂
王
朝
竺
扁
宗
が

O
l
土
拿
た
寺
院
社
築
の
収
蔵
肋
妬
笹
然
と
納
め
ら
れ

エ

ン

ク

レ

ス

3
円
柱
に
力
、油
い
肘
木
を
の
セ
た
二
棟

に
誇
る
1

両
辰
肱
大
蔵
紐
の
版
木
八
ズ
・
ニ
五
八
枚
が

よ
う
な
懐
し
さ
を
覚
え
る
。

こ
こ
に
は
韓
固
が
世
界

洪
比
寺
は

．桑
ぷ

淡

谷

3

中
に
あ
り
、

岩
と
水
と
そ
し

大
晶
で
退
っ
た
珀
予

H
は
伽
耶
山
海
印
寺
｀
に
$
V
O
 

井

出

正

森

叶
叶
い
、
け
り
叶
什
汀
叶
じ
"
(
i'‘t

t
汀，
．ぃ
｀
り
打
上

1
1
J
 

喝

国

扇

史

の

脈

か

ら

二（
 

i
し

i

l
ー
・
）ヽ

t

i
、て

て
大
き
匁
赤
松
3

渕
林
に
．
お
ぶ
わ
れ
、

て
い
る
。

H
本
に
さ
．
た

こ

3
肱
木
は
栗
古
の
哉
米
を
防
ざ
．
固
維



）
一
も
つ
も
の
が
あ
り
、

日
本
の
古
填
の
形
式
四
近

s
.
b

風
を
杓
つ
と
S

う
。

焦
洛
国
は
日
ぷ
樹
国
で
任
那
と

し
て
日
本
附
が
直
か
れ
、
大
和
朝
底
ス
の
半
島
支
乱
3

•91" 
↓¢ t
1
 

a
む
拠
点
と
さ
れ
て

s
,
Q

こ
こ
る
だ
が
、

こ
れ
は
日
本
柑

柑信
記
の
作
為
で
、
支
社
椒
柄
と
し
て

3

日
令
府
の
仔
在

叫
を
韓
国
研
究
者
は
全
伽
的
に
否
足
し
て
S

る
C

日
令

古
坦
群
の
中
侭
は
、
長
方
形
の
堅
穴
石
室

に
蓋
石
を

立

の

が

多
S

と
S

う
こ
と
だ
が、

岳
デ
し
て
叫
翠
州
に
向
ぬ
角
已
菜
―
つ

つ
／
惰
-二
,
J

あ
ん
。

（

一

か

う

。

一

喜

喜

女

王

の

と

‘

竺

と

っ

く

ら

れ

た

”い
の
で
｀
．
陰

一
桜
州は
地
凶
で
は
狭
い
盆

地
と

誓
ぷ
し
て
？
竺
か
一
塁
の
奴

人
が
使
剃
•
い
あ
た
っ
た
こ
こ
水
全
た
た

一
か
な

11
広
い

平
野
3
．株
相
を
も
（
＇
i

ィ

L

g

ん
。
巾
臼

vC
L
え
て
、

わ
れ
た
古
坦
告
が
兄
え
ふ
3

皇
霊
の
駕
俗
（
曲
北
）

佐
一
ス
の
左
の
車

咎
か
ら
見
る
山
の
上
に
丸
く
芝
生
に
ね

久
一な
閲
係
が

あ

っ
た
こ
と
は

明
か
な

こ
と
で
あ
る
。
パ

1

冷
一
に
も

H
本
に
も
っ
と
冷
直
接
し
、

詞
者

3

似
に

径
＇装

古
一
府
論
争

は
別
・
に
し
て
f

低
浴
国

（
任
那
）

が
地
珪
的

1
プ
ラ
イ

ド

が
租
く
、

,h 

な
か
を
か
促
に
j

庇
し
た
S

気

工

霊

翌

乙

，
小
盆
地
た

が
r

ー
＿
伽
耶
（
伽
絋
）
の

地
で
あ
る
。
駕
祐
国
は
六
駕
沿
と

月5
_
s
わ
れ
た

部
族
加
啄
の
辿
合
体
と
巧
え
ら
れ
る
が
、

三針

中

で

も
皇
疵
の
大
駕
洛

Q

伽
紺
）
は
百
訴
妬

11
新
細

4
 
5
-
化

も
屈
せ
ず
五

0
0年
伽
の
独
立
を
保
っ
た
。
祝
在

廿牙
一
で
糸
そ
の
伝
統
が
残
っ
て

S

て、

昭

こ
心
地
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人
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賑
5
9．
ら
さ
し
こ
む

日
、
月
3
i
ば
に
よ

っ
て

□

-
0
3年
、
0

た
、
サ

イ

い
の
よ
ち
・ク
々
加
を
し
た
芸
で
、

3

こ‘

じ
:
.)
 

叶．昇、、音
II'

悼
で
色

彩
に
'
9

亡
ゆ
が
咄
さ
る

よ
う
に

校
が

上
弓
ら
れ

東
洋
岐
凸

3

大
文
．
台

ン．い

わ

ク1
，
竺
匹

．晏＇
・日
を

み
ふ
c



L
こ
れ
ら
は
王
候
の
誤
持
仏
と

し
て
身
に
つ
げ

て
い

た

の
祝
形
を
こ
こ
に
今
た
忌
い
が
し
一
L

う
汎
し
か
っ
た
0

―

あ
り
、
話
し
に
さ
く
松
仏
、
長
野
竺
苦
光
寺
の
本
群

さ
に
も
足
り
な

vo
よ
C
な
小
さ
S

も
の
も
た
く
さ
ん

金
銅
三
尊
仏
も
す
ば
ら
し
S

o

な
か
V
C
は
沼
の
長

の
象
叙
そ
の
も

．3
だ
っ

だ
こ
と
だ
ろ
う
。

散
，
て
技

i
が
よ
く
わ
か
み
。
盛
装
し
た
王
3
き
ら
＊
d

ひ
す
パ
な
ど
の
勾
玉
も
た
く
さ
ん

あ
ノ
0

。
茨
金
製

3

言

国

の

梵

鐘

覧

悶

．

ハ

イ

プ

が

つ

竺

ら

ん

の

が

病
色
尻
銅
助
、
銅
鉾
は
日
、
平
と
す
。
っ
た
く
回
じ
、

)
＿
馬
衛
呉
竺
元
全
な
杉
で
，
言
さ
れ
芦
添
が
よ
く
わ
か

4
ご
)
e
B
ぷ
'
3
.
9
仰
と
翁
わ
り
が
な

g

o

に
土
師
器
に
迩
杉
し
た
よ
う
な
感
じ
で
あ

．冗

盆

栂

知
翠
耳

飾
や
象

命
冠
捻
出
土
3

盈
氾
は
う
し
ら
匹
鹿
角
形
忙
つ
け
｀
・

山
心
字
を
三
段

K
．
註
ね
・
た
よ
勺
な
士
狂
を
二

1

立
て

、・

金
で
つ
た
い
た
り
、

ら
と
ゆ
ら
め
さ
砕
く
姿
け
、

r
；
さ
紅
苺
金
の
国
祈
薙

匹
て
い
る
。

式
土
器
は
太
3

刷
日
が
ふ
り
、
弥
生
式
土
器
と
よ
く

（
玉
帥
森
紀
似
た
囮
脳
で
、
赤
色
士
益
盆
そ
詞
叫
代
）

井Eヽ
ブy
人、

＇ 工
話
iよ

っ

竺

色

だ

ガ
ラ
ス
色
し
に
附

一
王
払

・砕
に
か

こ

s
3
4
1
[i
士．
、
る
が
‘

部
が
蜆
象
で
t

J

る
が
、
内
い
嘉
石
ゃ
月
：
定
を
も

q
一
り
上
に
ピ
嘉
の
っ
て
誓
―
e

し
広
は
追
0
形
に
一
、9-

．
 
c
 

て
い
る
こ
と

が
わ
か
る

日

本
の
繁
石

｛埼
と
り
に
鈴

•
V

っ
た
碑
の
芭

で
、
1訊
百
は
婢
の
上
に
、
し
せ
．
心
卯
h

1
|
|
1ー
ー

ー

1
1
'卜

1

l

I

l

_ー
ー

I

r‘
 

る
ぅ

天
馬
ば
は
桜
思
｀
グ
1

か
的
、

[～
9

い
つ
く
ら
．
ぃ
●
て
い
る
と
い
う

3
7"

{) 

っ
・・" t~、
.,. 
る、
, .. , -~ 
1-;1: 

試
烈
斗
ご
点
は
玩
一
翌

．．
 
ー
刷
＇久
9
-
m、
主
妙

．虻

て・―
/
i
.
Q

古
填
は
丘
伎
つ
勾
皿
匹
あ
る
か
、
叫
5

9
如
心
古
．
ば
二
半

代¢〉
寸—u 

戊
v:J 

_ヽ, 
; .') 

,ri1, 
" -

予
あ
-;.. .. ,' 
C, 

t: 
'ヽ)-'-..,-, 
(/_) 

r

り
し
に
、
T
二
玄．
3

伶
ふ
．

f
っ
て

あ
心
。

しt
‘
 

9

.

い

冒｀aり`＇`

．．
 
｀
 

f

炭
州
ば
古
瑣
の
中
に
ら
る

可
た

」

迂
た
よ

う
に
芦
．
凡
吝
れ
た
い
栓
あ
る
。
そ
の
中
＇
ふ

5

歩

ら
ん
で
い
ふ
3

LLI9

填
の
生
に
は
切
石
の
尼
心
，T
-

ど

却
哀
紅

迄
駁
の

左
右
'
{
大

g
な
石
人

,: .. 
似
., .. 
‘—’ ’ ,. 
,J_ 

古
墳
公
因
『
ベ

元
四

3
古
以
存
四
条
．干
J

区
て

た
来
団

・な
は
狂
ば
っ
た
5

日
を
し
て
S

.

｝。

冠
し
て
い
'6

の
た
と
S

う。

•i‘ 
）
 

ヽ

た
と
＞
c

レ
カ

-
）
ル
カ
ノ
＇ツ

、グ

ス
マ
イ
ル
を
た
た
え

拒
ね
っ
て
も
立
去
，
り
孔
ご
工
．心
S

-
―
」
っ
そ
祢

塁
．守
"
3

鼠
い
●
＂
ザ
王
宮3
地
で
は
＂
•
石
序
．
い
心
令
・
み＇入
J

一
正
し

9

二
認
色
ふ

もみ’

ん，
0

0

も
の
と
思
わ
れ
み
。
一
て
う
し
て
日
本
匹
4
P

ギ
｀
＂
ツ
よ
う

に
し
て
伝
釆
さ
れ
て
さ
か
了
文
3
.
-J

ろ
う
G

軒
に
六
3
夜

l

旦＿
文
も
薬
呈
心
'
i
,
1

瓦
と
さ
っ
．
て
く

臼
じ
ズ
。

こ
れ
に
知
え
さ
れ
な
い
造
の
翌
証
り
を
下
け
て
い
る
。
一
気
ァ
は
オ
ソ
ト

＇て
イ
で
、

石

塔

は

ぢ

在

三

心

で

ち

る

が

も

と

九

翠

ち

っ

芯

と

一

四

羞

曲

水

3
埠
を
張
っ
た
と
S

五
喜
応
控
3

い
う
。
i
]雷
竺
喜
一
っ
と

s
，
り4羞
。
翌

〖
＿
ぁ
こ
が
盛
っ
て

s
,
g
o臼
羞
喜

墾
ふ
王
は
、
こ

の
よ
う
紀
み
え
＇
や
が
、
よ
く

、今
る
と
区
図
の
小
石
一
こ
で
凹
言
雲
を
加
っ
て
い
ら
と
こ
・
畠
加
わ
れ
文

を

小

口

秩

み

に

し

て

築

迄

さ

れ

て

？

宝

苦

徳

女

王

裁

び

た

と

三

国

．虻
[
[
応
圭
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芦
叫
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た
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字
ら
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吐
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喜
＝
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＼
．
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｛
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か
ら
米
ゑ
に
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位

冠

匹

仏

い
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を
け
す
っ
て
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守
り
と
さ
れ
た
叫
八
カ
ぁ
っ

沓
紅
は
ば
此
全
な
杉
で
、
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3

心‘
～
具
を
●
●｝い

盆
の
針
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さ
し
．
J

ん
で
止
め
た
り

す
ら
猜
大
ぎ
な
円
形
し
．
亡
＇：
ん
じ
ゅ
う
が
、

3

て
S

る＇こ、

緑
3
t
g
i
を
か

q

こ
い
う
こ
と
，
＂
口
野
充
で
な

s
こ
と
な
・
笠
る
C

ら
し
、

チ
の

一
定
叫
図
灯
束
石
を
宣
文
キ
砂
．
J

丸

．，｝

丸
竺
白
戌
辟
幻
引
r

」、

土
訊

日
虞
を
二
つ
つ
だ
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3
大
軍
の
1Alj
に
扶
余
は
洛
拡

し
て
し

乏
っ
た
。

、
）
一
た
蘇
定
力
ら
を
将
と
す
る
＇
水
竿

'{̀、三

カ

ニ
ニ
国
史
記
）
一
ざ
す
遵

国

奴
吋
か
、
官
少
年
の
址
晨
心
似
を
就
一
，
和
進

f
-‘
 こ＇
ノ

H
な
軍

は

君

炒

水

軍

竺

こ

臼

朽

江

て

大

敗

れ

9
Q
o

し
て
（
六
六
―
―
-
）
大
和
糾
廷
は
半
島
匹

於
け

る

す

べ

釜

山

の

オ

テ

ル

合

出

兌

し

て

金

油

に

向

か

う

。

恐

て
を
失
っ
て
し
一
↑
こ
っ
た
。
そ
し
て
北
九
州
や
長
門
に
栗
江
下
流

3

豊
か
だ
米
作
地
悟
か
朕
除
す
る
。

済
を
紋
援
し
よ
り
と
し
た
が
、

居

3
高
宗
が
派
逍
し

久

一

惚

入

貢

し

て

、

そ

3

援
助
＇
を
特
て

f‘

仏
肌
を
倒
し
て
半
品
に
は
じ
め
て
統
一
王
朝
を
創
業
し

i

白
椅
、
高
勾

た
。
大
和
朝
廷
は
と
れ
匹
幻
し
て

、i砂
力
を
ぁ
げ
て
百

考
＿
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
S

こ
と
を
賠
じ

た
。
新
品
は

古
一
で
あ
る
が
、
新
紐
妬
対
す
＂
？
従
喜
厄
史
的
認
識
を

辿

こ
れ
で
泌
州
心
兄
学
予
定
を
す
べ
て
終
っ
た
わ
け

信JI.(以り

V. らる

てしと
く十,.,'>

る二ら

松 支゜
風衿

が像
椋洗‘

し嵌
い石
° に
用
vヽ

て
い

る

゜， 
吹

咳
は
掛
陵

．こ
拘
じ
よ
う
妬

腰
石
を
め
ぐ

国
波
祓
の
王
の
智
孫
つ
ま
り
全
海
笠
氏

3

出
身
で
あ

す
ぐ
上

3
丘
版
上
に
あ
る
。
こ

3
名
将
は
金
官
庶
浴

で
、
後
品
で
宝
珠
を
俸
げ
る
六
頭
の
竜
が
複
雑
仮
か

ー
一
ら
ま
る
形
を
し
て
S

ん
。
祝
在
婢
身
は
失
な
わ
れ
て

月5
杞

欧

3
上

妬
鰭

．面
が

3

っ
て
い
る
。
祝
仔
す
‘56
岐
大
、

年

ぃ

感

喜

伶

3

で

あ

’

：

覧

。

こ

れ

は

由

胃

伝

統

4
 
5
を
う
け
っ

S

だ
も

3

て
あ
ふ
0

武
烈
王
に
励
力
し
た

＂い

新
超
就
一
の
弟
一
の
功
臣
、
釜
度
信
柘

，早

の
核
が
‘

手昭

篤
洛

3

「
化
既
＇
一

に
登
了
っ
と
し
て
S

る
こ
と
が
疾
せ
ら

莱
を
収
し
と
げ
た
。
竹
し
い
独
立
山
．
糸

3

．只
姐
を
目

初
称
に
立
っ
て
男
敢
に
戎
っ
て
打
紅
巴

壬
助
の
創

え
ら
れ
た
仇
餌
直
族
心
少
年
た
ち
で
、

航
一
玉
助
妓

っ
て

s
,
Q
o

化
血
は
山
ゑ
祖
祇

3

も
と
四
訓
練
し
瑕

て
「弓
を
射
'
Q

「
"
化
郎
」
の

b
り
し
い

妥
3

酌
像
か
立

釜
山
に
向
か
う
禍
迷
迫
路
妬
で

C

付
辺
に
乗
馬
し

て
み
な
ぶ
さ
左
け
れ
は
だ
ら
だ
い
と
深
く
感
じ
た
。

の
・渕
條
虻

於

ャ
．
以
立
し
た
も

3

[J
あ
・
G

こ
と
を
改
め

白
欅
文
化
四
今
ら
れ
る
初
塵
初
式

3
彩
令
は
新
払
と

使
の
派
遣
は
行
ヵ
こ
り
れ
て
い
な
か
っ
た

3

で
ふ
P

匁

の
律
令

3
制
応
こ
在
っ
て
結
次
し
た
。
そ

3
刷
遣
唐

成
来
が
白
凪
，
父
化
と
な
っ
て
花
詞
き
、
大
宝
‘

養
老

延
虻
追
S

つ
き
、

追
い
こ
そ
う
こ
跨
力
し
た
。
そ

3

又
化
を
天
武
持
耽
乱
に
於
て
、

ひ
っ
し
と
学
ん
で
枕

萩
一
功
涎

3
又
武
王
か
鹿
か
ら
と
り
入
孔
た
制
度
ゃ

築
板
し
て
祈
．
難
胆
の
侵
功
匹
偏
え
た
。

こ
う
し
て
沈

絋
レ
ーの

困
係
は
他
た
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
て

S

た

竺

半

実

は

そ

の

祓

、

鉄

総

と

3

恥
係
を
修
交
し
f

と
5

う
一

咄
蕗

は
あ
っ

KC

が
、

日

4
人
が
人
っ
て
執

（
吐
那
）

ド

か

ら
』
接
人
っ
た
も
ゆ
で
あ
る
。
ニ

ーハ
幻
如
少
っ

知
浴
固
の
仏
牧
は
だ
か
ら
イ
ン

'-' l 

に

{、9

凹
炉，
'Iふ

（．ん）

褐

ぬ

が

あ., 
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り

゜・・・・・ 
ユニ
t位

七
人
(,'.) 

ァ
ュ
タ
国

の
お

城

3
院

が
彫
刻

L
て
ち
な

が
、

ィ
ン

二
人
ハ
)
女
子
を
生
ん
だ
。
王
咳
3
門
妬
は
イ
ン
ド
の

人」の

子

が
六

つ
3

漁
洛
固
の
副
莱
者
と
念
っ
た
。
そ

天

か
ら
降
っ
て
き
た
六
ケ
心
卵
か
ら
生
芦
訊
た

六

れ
な
り
心
主
張
も
あ
っ
て
興
味
が
あ

ん
。

体
3
筋
は
三
固
逍
串
5
3

記
迩
四
よ
っ
て

s

,G

か`、

そ

が
古
又
告
を
手
虹
し
て
き
て
説
明
し
て
く
れ
た
。
大

固
の
中
心
で
あ
り
、

日
牛
府
の
協
か
れ
た
と
い
り
刷
一

那
り
地
で
も
あ
る
。
鉄
器
ゃ
祇
作
の
文
化
が
こ
こ
か

ら
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

IJC
ふ
さ
わ
し
ぃ
景

訳
で
あ
る
。

＜ ゚

人
LJ

に
あ
る
声
向
S

朱

塗
．り
心
異
風
た
門
は
ホ
ン

サ
イ
ム
ン
と
S

っ
て
、
鳥
店
の
祖
形
た
と
S

り
。
王

陵

3
近
く
K
住
む
金
海
金
氏
の
宗
競
会

3

公
長
さ
ん

3

一
人
で

あ
る
知
酋
蕗
王
は
、
舟

に
乗
っ
て
き
た
イ

ン
ド
ア
ユ
タ
固
の
玉
女
と
紀
婚
し
て
キ
ー
人
心
屯
チ
と

＋
は

像
紅
な
っ
た
。

ら
一
人
は
ピ

ー：
に
ぎ
聡
に
い
き
歴
思
台
、
国
女
王
卑
別

呼
と
な
っ
た
ど
い
り
。
駕
洛
因
化
イ
ン
ナ
，

金
官
総
洛
固
創
莱
の
主
で
あ
＇
心
盆
首
痒
王
阪
四
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兌
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ま
で
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調
会
が
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な
わ
れ
た
が
、
貨
泉
こ
炭
化
し
た
米
粒
が

i

」
1

土
し
、

一臣
芦

て

ど
f
に
代
和
作
3

呑
在
が
辰

ら
ガ

／2

一
P

な
り

こ
3
米
が

日
み

3
弥
生

灼
代
3

も
心
こ
阿
祉

一

海
だ
っ
た

3
だ
ろ
う
。

当
肘
末
京
大
字
．
玩
生
）

に
よ
っ
て
兌
見
さ
れ
‘

>
、
:‘へ
ぅ

&
～
'
り
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一
九

-
J
L
O七
年
今
四
竜
愕
士
(

で
あ
る
。

朋
血

匹
広
が

↓Q
水

．土
地
帝
が
か
っ
て
は
入

釜
海
只
将
は
乎
封
か
ら
の
蝸
さ
約
二

3ID
の
小
丘

あ
る
。

、
ま
で

は
認
め
ら

IL
な
Va

だ
る
う
と

3

こ
と
た
。

{，極
3

人
た
ち

て
宗
冦
ぷ
＝
在
租
祗
し
て
い
I
Q

わ
け
で
UJ
じ

ら
し
S

o

辺
く
土
改
正
が
行
な
わ
れ
る
が
、
従
兄
弟

て
い

'Q

3
は
李
幽
研
代

3
楠

数

ID
被
＇め

iIC
よ
る
も

3

阿
じ
平
只
（
皿
肋
）

3

も
3
ど
う
し
の
結
婚
を
禁
じ

が
十
八

あ
る
。
こ

3

う
わ

本
員
を
同
じ
く

す
る
男
女

3
結
婚
は
法
律
で
禁
止
さ
且
て
い
る
心
た
と
い
う
。

占
め
て

s
,
0
が

こ
心
笠
氏
に
は
令
貞

（
冷
藉
地
）

あ
る
。

況
在
碑
国
人
口

3
的
二
十
拾
は
「
，
軍
」
姓
が

＼
一
な

い
。

こ
の
王
の
姓

は
金
氏
、

も
一
た
こ
と
は
勿
産
た
か

日
ぷ
・
に
支
且
さ
れ
た
こ
と

は

オー・

玉
妃
の
姓
は
許
丈
で

言

し

た

と

g

ら
こ
と
は
な

S

o

イ
ン
ナ
（
任
弘
）
は

現
在
灯
あ
含
ら
か

で
な
S

が
、

多
分
呈
盆
付
近
だ
ろ

)
5。
古
代
に
恥
て

鴻
伶
国
と

日
今

と
は
心
拿
叫
心
あ
っ

7
J
P
7
'
付
目

金
鉄
を
は
じ
め
こ
し
て

4
p
1
1
行

巨

釣

江

中

旋
の
熊
苺
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t
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5
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目

純
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五
届
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叫
号

3

ク
イ
プ
ミ
ス
を
訂
正

し

玄
す
3

で
あ
、
き
｝
レ
；
”い

わ
か

っ
だ

。
出
士
土
器

3
う
ち
赤
色

素
焼

0
ふ

v
J
3
中
に、

日

令
の

」5
生
式
土
器
に
非
常

緑
を
育
て

る
こ
こ
ば
国
を
挙
げ
て

3

山
民
直
闊
と
し

て
ひ
た

走
？
心
。

（
完
）

s
る
と
い
う
ハ
イ
ウ
ェ

ー
を
バ
ス
は
京
城

に
回
か
っ

肱
-
5

飛
行
．
欧

3
消
走
式
に
な
る

、よ

・り

に
つ
く
ら
れ
て

て
痘
造
を
は
か
っ
て

s
．ん
こ
S

り
こ
こ
．
た
。
有
幸

3

て
S

ど
で
あ
'
Q

か
、
大
さ

-
な
木
の
な

g

心
が
冴
し
い

旦

了

と

変

わ

き
J

と
が
た
い
。

山
は
迄
伏
す

る
丘
の

て
涼
し
い
雨
が
降
っ
て
き
た
。
喋
国

心
水
出
風
禁
は

。

け
で
あ
る

兄
掠
(
l
o
J
．か
う

會ハ
ス

3

中
で
、

は
じ
め

こ
れ
で
4

口
国
庇
行
の

兒
｛
子

3
す
べ

て
が
終
っ
た
わ

s
る
3

が、
切
象
的
だ
っ
た
。

る
。
崖
の
頑
血
か
ら

)な
っ
白
妬
貝
届
か
即
を
出
し
て

る
な
ど
、

弥
生
式
文
化
と
心

因
係

が
庄
自
さ

a
て
S

り

っ
ち
預
棺
か

ら
は
払
杉
銅
剣
ゃ
銅
峠
が
光
見
さ
れ

は
三
也
3
惹
作
と
丘
退
の
石
棺
寺
が
完
兄
さ
れ
、
そ

に
類
似
し

た
も
し
が
あ
，

OOO
一
九
―
―
―
五
午

3
発
母
て

S

'か
と
思
え
る
よ
う
な
石
器
類
が
梨
め
ら
れ
て

S

る

，
て
い
る
燥
具
心
一
式
が
展
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さ
れ
て
S

る
2
で
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た

っ
て
S

る
。

綸

s
た
半
に
そ
こ

に
は
、

蜆
在
使
わ
れ

な
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に
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わ
九
て
5

た
の
か
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解
で
き
，
Q

よ
う
妬
な

い
袢
娃
か

，匡・

h
a
て
竺
し
、
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見
し
て

そ

3
石
臣

が

れ
て
私
も
ケ
ー
ス
に
近
寄
っ
た
。
朕
示
の
方
法
に
糾

さ
ん
が
感
嘆
3
声
を
発
し
て
5

る
。
そ
の
声
に
つ
ら

史
に
石
盛
類
を
見
て
、

監
莱
註
珠
者
で
あ
，
竺
二
石

張

っ
た
3

で
あ
ん
。

て
の
し
ユ
器
が
見
半
な
芸
術
作
品
で
あ

る
記

vCL己
を
兄

る
有
孔
観
竹
土
器
に
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ら
ず
｀
・

朕
示
さ

れ
て
5

る
全

か
3
有
名
な
、
渦
巻
文
大
把
手
付
深
踪
ゃ
人
形
Q

あ

素
睛

し
S

芸
術
性
を
は
ら
ん
で

S

た
か
ら
だ
っ
た
。

に［

払
た
も

3
悲
椒
と
愁
乱
を
は
る
か
託
赳
え
た
、

し
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
こ
匹

展
示
さ
れ
て
い
る
土
器

名
古
飴
に
入
り
、

私
た
ち

は
先
す
篤
き
の
声
を
発
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戸
尻
考
古
館
を
見
学
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：
た
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て
た

か
な
か
次
行
に
移
せ
な
か
っ
た
、
富
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見
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3
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さ

ん
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か
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し
て
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色
で
あ
っ
た
が
、
そ

3

内
谷
は
、
今
ま
で
と
ん
な
匹
殊

て
も
決
し
て
接
す
る
こ
と

3

で
含
な
か
っ
た
、
地

の
研
究
各
て
な
け
れ
は
不
可
能
と
装
も
わ
れ
る
、

・
い
な
力

ぷ・-．
9
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2)  

*****************¥*****、i'**************

記和 5 4 年度匠久再百字弦認芸次第

************************************** 
1. 日時 昭祉 54年 5月 13日（日）午後 2峙～

2. 場 所 佐久巾岩村出 洩 t出会餌 大会議室

3 l::l 程 l 1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

第 1号議案

第 2号品案

弟 5号誌案

第 4号諏奈

(6) 

(7)-

囲会(/_)ことば

芸 長あいさつ

日程説明

諏長選出

試半

陀和'.) 3年 1反芸桧・決冥・ 会 計晦歪報告及びボ認(/)件

昭和 S4年波半莱酎画（案） 7¥ 認 Cl)件

陪和 b4年 1呈会計予 昇 （案）岸認の件

昭和 S4年度伎負改選(/_)1牛

その他

閉会 (I) ことは'

4. 諮演 P M 3 : 3 0 ~ 

「佐久平の弥生式土器匠つ＼ハて」 貼師臼田 武正氏

5. スう イ ド大芸 佐久町＇年9冷Ja&fJ―ヽ，佐久 1行岩付出 I肯水出足跡／伽J久恥跡 r

説明林 幸彦氏

6. 懇親会 会貨 1.~0 0円

（第 1 弓翫案）

記和 5 3年度佐久考古字公芸務報告

* * * * * * * * * * ** * * * * * * * * * * * * * * * * * * * 

s 5 3年 6月 10日 佐久市野沢会館妬て命会及び高村博文諮師vcよる諮演「佐久平の迎跡につ

いて」を行なう。



(3)  佐久考古辿信 廿召オD54 ~F- 5 月 1 2日

853年 7月1日 佐久市岩付出浅間会館vcて役員会を行な ら。

s 5 3年 7月8日 佐久市岩村田浅間会館(/(て第 1I叫例会を行なり。

s 5 3年 8月12日 FF 第 2回 II

s 5 3什三9月9日

s 5 3年10月2日

s 5 3年 11月5日~51::l 

s 5 4年 4月10日

8 5 4年 5月 1日

s b 4年 5月12日

II 

II 

第 5回 II

展示会紀ついて(/_)役負芸を行なう。

佐久「h4'込出波文化財旧中込学校匹おいて考古貨料辰示会

「1左久の古代を知ろう 」を行なう 。

8 5 3平 2月1U日 佐久巾岩村出浅間会飴匹て第 4回例芸を行なう。

s :) 3年 7月16日 佐久考古追信J肱12発行

II J/6. 1 3発行

II !lo. 1 4発行

II J/6. 1が発行

展示弦辛 1)酉 日ポ呈

****************************** 
令学会の年間半莱言1直心一つである考古資叶股示会は、岨f:D5 3年 11月5日~51::J(D3日1廿1

vcわたり、佐如廿中込直文 1日中込字佼で即催された。以下底示会院催心準価日程を記す。

1 0月 2日 艇示会(;C つ \/')ての打合せ公議 • 佐久rli岩付出浅Jt¥J芸館 (8人）

・ 資料収鋲の方法

・ 広報1古勁の）れ去

・ 復犀

・朕示(/.)万広 以上について詰し合う。

1 0月4日~3 1日 復据作菜

1 0 月 4• 5日 佐久市内の個人所有の逗物を借用匠巡る。

1 0月 5日 バンフ用の写真撮影

1 0月5日~ 1 1日 バンフ作成

1 0月 9日 展示会匹ついて市教委• 佐久考古学会 ・公民館 ・佐久市文化財調査委員会との 4

者の協議を行たう。



(4  

・ 資科、主催、当日の応援体制告vcついて 1珈議する。

1 0月11日 パンフレット原稿印刷所べまわす。

1 0月21日 パンフンツト佼正

1 0月2::)日~3 l)日 ボスター作成及び面北佐久(I_)谷所へ貼り巡る。

1 0月2:i日~1 1月2日 朕ホ物の説明書き、叫拘」名、）外蔵者名、股ホ寅料名、等飾 りつけに

閲する準伽。

1 0月26日~ 1 1月2日 手書 きパンフレット作成。印刷、製本。

1 0月29日 函物搬入のため侑造り。

1 0月30日 会場へ利K茶絲、等を搬入 し会場の設定。

1 0月31日 ）長示物を賑入し、飾りつけ及び展示貧科を配薩する。

1 1月1、 2日 展不斗勿,j)匡直、飾りつけ。

1 1月 5日 展示会

4日 II

5日 II

スライド吠写午剖 1回

11 

II 

II 

”
 

午後 1国

午後2回

II 

パンフ出米上り。

1 1月 6日 あとかたずけ (10人 ）

1 1月9、 10日 朕示会整理（浅闊会館）

削記の日程をもつて展示会は終了した。準伽期出虞おいては、 (j_)ベ 15 0人(/_)佐久名古学会

員有志(/_)昼仮を間わす(/_)献身的な奉仕があった。尚、 約70個体の土器の復原、補修を行った。

杞示会 の民 示 物

旧石器峙代 川上村馬場平、柏垂、這励 佐久市榛名平辿跡

南牧村 矢出川、平沢バイ ロット辿跡

縄又時代 佐久市 俊沢、中村、叫土上JH跡

弥生時代 佐久市 深堀、後沢、直一里塚、餅田、 大門下、東一本柳、辿跡

古墳峙代 佐久市 今井幽原、市迫、上桜井北、上ノ城、悛沢、戸坂、中退、家地頭店 1

号古瑣、辰 1本柳古墳

歴史時代 〗 佐久市 休石、儘田、戸坂、上ノ城、上桜井北、涎跡

見学者は 5日li"i1の芳名簿記載四より 67 0名であったが、小中学生、その他の記載病れを考

慇すると約 1,00[J余名をりばるも'(/.)と思われん。



5)  佐久考古 通 信 梶召牙JJ5 4 ~f- 5 月 1 2 日

出和 5 3 年度芸計決算諏 告

収 入 (1.) 部

ヽ

項 目 本年度予算額 本年度決鉾碩 比 較 説 朗

1 繰 越金 1)繰越金 2 4 0 2 4 0 

゜
2 会 賢 1)会 貸 8 0 0 0 0 6 9. 5 0 0 △ 11.50 0 

3 委 託料 1)委尻託料

゜ ゜ ゜4 会報売上金 1)会報売上金 1 0. 0 0 0 

゜
△ 1 0. 0 0 0 

1)補 助 金 3 0. 0 0 0 

゜
△ 3 0. 0 0 0 

5 寄 付 金

2)寄付金 3 0. 0 0 0 3.0 0 0 △ 2 7. 0 0 0 

6 雑 入 1)雑 入 7 6 0 1. 3 0 4 5 4 4 

合 計 15100[) 7 4 0 4 4 △ 7 6 9 5 6 

支 出 0) 部

項 目 本年度予嘉額 4年1貨決籍額 比 較 訛 明

1 報 酬 1)謝 礼 5.0 0 0 5. 0 0 0 

゜
詔師謝礼

1)一般旅 費

゜ ゜ ゜2 旅 貨
2)役 員旅伐

゜
D 

゜1)印 刷戯 9 0. 0 0 0 2 0. 0 0 0 △ 7 0. 0 0 0 迎信 4回

3 需 要貨 2)消耗 品 裟 1 3. 0 0 0 8 5 0 △ 1 2 1 0 0 

3)食料贄 1 0. 0 0 0 2 0. 0 0 0 1 0. 0 0 0 

4 役務費 1)追 信蚊 1 3. 0 0 0 1 8. 4 0 0 5. 4 0 0 

5 価品 質 1)備品購入翡

゜ ゜ ゜6 串務 局 此 1)事務 局 費 1 0. 0 0 D 

゜
△ 1 0. D D D 

7 繰 出 金 1)繰出 金 5. 0 0 0 5. 0 0 0 

゜
慶弔費ヘ

8 予 備貨 1)予 価 佼 5.0 0 0 

゜
△ 5. 0 0 0 

， 繰 越金 1)繰 越金
゜
4. 7 9 4 4. 7 9 4 

合 計 151.000 7 4. 0 4 4 △ 7 6 9 5 6 



(6)  

（第 2号麟案） 出和 5 4 年度争采計国（奈）
女玄食食＊食食唸食貨玄食姿食斎食食女女貨此

1,. 総 会 5月13日（日）

2, 例 去 月1回第 2土曜日 午悛 2: 0 O ,-...,, 

3, 講 演 ハ:z_s; 5月l3 』（日）

4, 芸報の発行 年 1回 （与良，呉水，竹内氏追悼特築号）

5, 通1言の発行 年 4回 (6月， g_月， 12月， 4月）

6, 股 ホ-- メ云 年 1回

7, 見学旅行 年 1回

8, 役 員 ／ 云 雌 時

（弟;3弓麟朱） 阻和 5 4 年度芸計予算（楽）

収 入 の 部 単位円

項 目 本年度予算諒 前年度予算額 比 較 説 朗

1 繰越金 1)繰越金 4. 7 9 4 2 4 0 3.5 5 4 

2 会 豆 1)会 壼 1 2 0. 0 0 0 8 0. 0 0 0 4 0.0 0 0 滞納金整理

3 委匠科 1)委託科 9.0 0 0 

゜
9.0 0 0 

4 会報売上金 1)会罪売上命 2-1.0IJO 1 0. 0 0 u 1 1. 0 0 0 

1)捕助金

゜
3 0. 0 0 0 △ 3 0. 0 0 0 

5 寄付金

2)寄付金

゜
3 0. 0 0 0 △ 3 0. 0 0 0 

6 雑 入 1)雑 入 5 5. 2 0 6 7 6 0 5 4. 4 4 6 

ムに 計 2 1 0. 0 0 0 151.000 5 9. 0 0 0 



(7  佐久考古通信 昭和 54年5月12日

支 出 の 部

項 目 本年度予算額 前年度予算頌 比 較 b 説 明

1 報 酬 1)謝 礼 5.0 0 0 5.0 0 0 

゜
講師謝礼

1)一般 旅 貨

゜ ゜2 旅 俵
2)役員旅 袋 2 0 0 0 

゜
2 0 0 0 

1)印刷費 1 4 4 0 0 0 9 0. 0 0 0 34.0 00 通信 24刀00
考古 120.000

3 需要黄 2)消耗品費 1 0 0 0 0 1 3. 0 0 lJ △ 3. 0 0 0 

3)食料質 1 5.0 0 0 1 0. 0 0 0 5.0 0 0 

4 役務貨 1)通信貸 1 5.0 0 0 1 3. 0 L) D 2 0 0 0 

5 備 品 貨 1) 1廂品購入貨

゜ ゜ ゜6 $務局鰻 1)卓務局裟 1 0. 0 0 0 1 0. 0 0 0 D 

7 繰出金 1)繰 出 全 9. 0 0 0 5. 0 0 0 4, 0 0 0 農弔馘ヘ

8 予備致 1)予備 費

゜
5.0 0 0 △ 5. 0 0 0 

9 繰越金 1)繰 越金

゜ ゜ ゜合 計 2 1 0. 0 0 0 1 5 1. 0 0 0 5 9.0 0 0 

zzzzzzzzzzzzz 
z z 
z- z-
z総会用メ モ z
z z 
z zzzzzzzzzzzz 



項

基

支

残

(8  

慶弔貨

目 翁 額 説 明

ノ豆＼． 1 D. 0 D 0 罰年残5.00 lJ 緑出金5.00 0 

出 9. 0 0 0 士屋閥祝 武藤 r高村御見舞

頷 1. 0 0 0 
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炉
和
を
し

「
赤
い
土
器
を
追
お
り
炉
;
:
」

（
土
）

昭和:)4年 6月 28 8 ---
十

二

月

八

日

（

土

）

十
一
月
十
月
十
三
日
（
土
）

九
月

土

‘’ 

‘’‘ 
土
、→9

（
土
）

例

会

年

聞

日

程

＾
ガ
キ

そ
れ
に
は
先
ず
、
会
員
が
積
極
的
に
掠
稿
を
苓
寄

せ
下
さ
S

茂
す
か
を
お
願
い

g

た
し
さ
す
。

し
ま
っ
た
が
、
今
年
度
は
計
画
追
り
紀
心
が
け
る
。

昨
年
は
年
没
の
変
h
目
妬
だ
っ
て
迎
舷
発
行
し
て

ゑ

迪

信

の

発

行

六
月
f

九
月
、
十
二
月
、

四
月
、

組
む
e
他
団
体
に
も
共
催
を
呼
ぴ
か
け
て
大
々
的
に
取
り

交
渉
済
み
で
了
解
を
待
て
S

ま
す
。

H
肋
は
末
定
で
す
が
、
由
井
茂
也
会
長
が
教
授
と

明

大

豹

授

戸

沢

完

則

氏

2

諮

演

会

＠

そ

の

他

⑤ ② ②
 
赤
い
土
器
分
布
図
の
作
敬

現
地
心
分
布
調
直
心
出
土
物
の
見
字

文
献
目
録
の
作
成

以
上
妬
つ
S

て
具
倅
的
に
取
り
組
む
。

」
|

群
馬
柴
方
面
（
古
墳
め
ぐ
り
）

会

報

の

発

行

総
窓
と
め

小
務
局
へ
苫
申
し
出
下
さ
S

o

叉
例
会
の
関
い
合
茫
等
は
平
祁
局
仄

?
3
2

6
7
/
6
]
8
 

｀
 

そ
の
他
、
希
望
な
ど
が
あ

h
ま
し
た
ら
述
紅
存
く

以
上
の
よ
う
に
事
業
計
唖
が
決
四
り
ま
し
た
。

与
良
％
興
水
f

竹
内
氏
追
憐
特
糾
号
及
び
例
会
の

＆
 

C

年
一
屈
）

秋

50

見

学

旅

行

一
こ

c
I
J研

究
テ
ー
マ
も
二
年
目
妬
入
り
ま
し
た
：
〗

4

—
年
度
は
、

一

一一

昨
年
の
よ
う
応
準
伽
期
間
に
多
く
の
バ
訊
砂
翌
竺
u-

具
体
的
だ
詰
合
い
は
夏
に
入
っ
て
よ
、
？
打
う
。

左
S

で
・
小
規
模
に
行
た
う
予
足
Q

秋
頃

展

示I

会I
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さ
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て
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石
敷
け
る

逗
栴
据
る

純
文
¢
世
の

た
に
祈
り
け
む

孤
状
の
石
組

石
の
重
さ
忙

背
負
ひ
て
迦
び
し

ま
っ
り
5
如
妃

栞
ひ
し
人
は

つ
く
5

つ
く
と

人
々
を
思
ふ

は
じ
め
て
た
し
だ
ん
だ
愚
作

掘
調
査
に
お
い
て
、

地
元
の
木
内
和
太
郎
先
生

※

注

昨

年

＋

＇
一
月
に
行
な
わ
れ
た
宮
の
本
造
跡
発

宮

3

本

遺

跡

歌

壇

電
で
0
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6
7
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}
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i
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諾
山
信
弘
一

T
-—
一
八
囮
小
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市
柏
木
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敷
石
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し
え
古

5

S
冗。 。

な
に
ゃ
ら
我
に

ロ
＜
ン
に
魅
入
り

土
器
に
は
げ
し
く

椰
叉

の
笛
を

ミ
ニ
チ
ュ
ア
士
器
に

必
．ん
な

10
祈
り

0

注
口
の

0

士
器
片
は

0

土
器
片
の

住
み
し
人
の

年
月
が

理
解
せ
ん
と
ず
た
く
さ
れ
4

穴

か
い
拙
見
ん
と
す

0

現
わ
れ
た
配
石
迫
謡
ぷ
｝

石
組
み
に

親
・
れ
燃
え
る

0

古
の
お
ん
な
の
息
吹
．
き
創
作
の

土

捉

る

吾

が

手

黒
J

し
●
加
れ
如

b

幾
年
も

｝
石
延
雄

そ
の
土
器
片
に

学
ぷ
と
と
多
し

語
i

わ
ら
ん

っ
S

た
め
息
の

パ
ラ
パ
ラ
に

娯
れ
し
，
工
弄
片

？て

UJ
久
椋
に

し
ば
し
見
入
り

ぬ

土
を
洗
ひ
つ
つ

ロ
ょ
り合

出せ
ずつ
るつ

----------

つ
く
づ
く
と
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Q
 以

前
尻
予
足
表
に
メ
モ
を
お
忘
れ
な
く
，
ノ
。

会
瑞
は
同
じ
く
旧
広
域
半
務
所
あ
と
で
す
。

第
二
巳
例
会
は
、

八
月
十
一
日
（
土
）

午
俊
二
将

t

旧
広
域
半
括
所
あ
と
で
行
な
S

改
す
。

佐
久
市
岩
村
田
筏
閲
会
館
前
の
木
造
辿
物

七
月
十
即
日
（
土
）

午
祓
二
晦

i

昭
和
五
十
胆
年
批
の
第
一
回
例
．
会
は
、

s

s

s

sし

S
S
S
S
S
9
8
S
S
S
S
o
s
s
s
s
s

3

お

知

ら

せ

第

回

例

芸

s
s
s
s
s
s
s
s
s
3
S
S
S
S
S
S
8
S
S
S
O
 

島

田

窓

子

甦

み

が

え

る

屋

内

祭

祀

の

祭

壇

に

祈
り

3
詈

こ

こ

る

鯰

声

’
Q

炉
の
焼
土
に
刻
み
こ
ま
れ
お
り

な
5

よ
う
、

ぴ戸
麿り気
／呵‘

霞図〕
（、入、

袋
さ
が
厳
し
く
た
っ
て
4
h

り
ま
す
。
夏
支
け
を
し

り
で
す
Q

の
研
究
を
お
寄
せ
下
さ
5

c

次
回
は
研
究
発
表
の
特
梨
号
で
埋
め
た
S

も
の
で

.
3
0

朕
栢
お
待
ら
し
て
お
り
茂
す
／
。

も
り
令
b
食
べ
て
頑
張
り
を
し
ょ
う
。

以
回
は

9
月
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
心
日
頃

そ
酎
画
さ
れ
た
発
月
に
赤
う
よ
う
に
努
力
す
る
つ
も

昨
年
の
逗
統
発
刊
を
究
分
反
省
し
つ
つ
、

今
年
と

上
げ
烹
す
。

当
す
る
ギ
に
左
り
ま
し
た
。

よ
る
し
く
苓
願
い
田
・
し

i

昨
年
に
引
含
続

s
て、

林
、
花
岡
、

島
田
が
担

佐
久
f

石
古
辿
信
庇

16
号
を
装
届
け
S

た
し
花
す
。
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北
柘
木
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巴
井
改
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由
井

明

八
千
穂
村

H“ 

小

海

町

井

比

正

義

佐

久

町

戸
}
菰
｝
起

臼

田

町

照

岩

忠

拐

木

内

捷

枯

幸

彦

佐

屁

敏

土

屋

長

久

佐

久

市

盈

沢

乎

布

焉

村

裾

文

小

諸

市

金

井

翫

忠

花

岡

弘

佐

久

地

区

分

担

者

る。
睾
誘
局
か
ら
も
各
担
当
者
妬
‘

は
が
さ
依
顆
を
す

中
て
あ
心
。
九
月
中
旬
頃
団
ャ
、
紅
は
何
と
か
全
部

5

く
つ
か
の
分
担
r
l
J
町
村
は
で

き
て
S

る
が
、
多
く
は
八
月
二
五

8
炭
在
玄
と
め

提

出

し

た

ぢ

一
、
県
史．
 

各
地
区
と
も
、

遺

跡

力

ド

疋

つ

p
 

v-,、

_,... ·~ 

塩
尻
巾
五
即
。
八
。
二
丘
呂

．
 

I
f
E笠
喜

奴

心

5
3
ぶ
＆
＆
笈
.8
8心
＆
‘3

笠
因
や
．
と℃
 
ん`

->＼‘;一藝と

県
宅
百
子
今
9

｛
仮
貝
芸
報
告
迄
盛

化
バ
ト
ロ
i
ル
し
痙
双
又
化
財
の
破

t

目
的
開
発
串
莱
等
が
予
定
さ
が
ィ
ふ
る
地
域

埋
蕨
文
化
財
包
蔵
地
．
ハ
ト
ロ
i
ル
計
画

一
、
埋
又
．
ハ

ロ

JI,, 

妬

つ

l/) 

て

坑
段
階
で
末
提
出
地
域
o
i
臭
田
町
e

、
上
田
市
。

蛍
科
切
こ
モ
郷
村
e

堀
金
村
。
上
郷
村
◇
豊
丘
村

社
で
も
困
っ
て
S

る
し
、
廷
錠
も
ど
ん
ど
ん
増
え

る
の
で
、
了
四

0
万
円
を
こ
え
る
の
で
は
会
と
し
て

十
月
の

段
階
で
末
提
出
の
分
は
本
文
で
吐
と
め

印
刷
を
し
て
し
芸
｀
り
。

恣
印
刷
，
伍
9

発
行
の
関
距
で
な
ゃ
ん
で
5

る
。

ヵ
ー
ド
が
提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
印
刷
会

泰
阜
村
。
以
上
の
う
ち
多
く
は
九
月
i

杯
紅
原
稿

宵
木
村
[
丸
ュ
ふ
f

o

東
部
町
二
女
知

U幻
o

松
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村

北
御
牧
村
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、

埋
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妬
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南

牧

村

由

井

茂

也

由

井

片けノ

資
任
者

小

林

正

春
昭
和
右
応
犀
八
月
一
日
し

八
月
・ニュ
H

t
十
二
月
一
五
日

パ
，
；

！
こ
地

9，
杓
尻
ね
略
）

佐
久
巾
。
小
誌
市
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南
北
佐
久
郡
十
阻
明
村

2
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0
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 x
 
2
 I
L
~
J
さ
ご
/
>
2^
江
0
.
5
2．芦
已

各
地
区
て
は
、

ヵ
ー
ド
を
各
地
区
埋
叉
森
員
(

林
幸
彦
）
紀
第
一
仏
分
は
九
月
末

ま
で
に
送
る
。

委
孔
金
は
、
全
知
日
柑
印
刷
賢
妬
あ
て

る。

委
託
金
紐
は
煉
全
体
で
二
八
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1, 日 時 磁和 55年 5月 11日（日）午前 l0時,.._,1 2時

2, 場 所 佐久市岩村山 浅闇会雌 大会議室

3, 日 程 (1) 開会のことば

(2) 会長あいさつ

(3) 日程説明

(4) 議長選出

(5) 翠由ベ 事

第 1号謡案 叫和 54年度会拐。決立。会計盛査報告及び承認0件

第 2号助案 昭和 55年度事業計画（案）承認0件

第 3号諒案 昭和 55年度会計予;_it (案）承認の件

(6) その他

(7) 閑会のことば

4, 記念講演会 午後 1時 r-./4時

「信州の考古学と地域研究」

講師 戸沢允貝u先生（明大教狡文学博士）

スライド 「多摩湖の発掘」 ，I 

5, 懇親会会筑 3.0 0 0円

以上
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．（ 佐 久名古訓信 昭和 55年5月1D日

（弟 1号朗来）

出和 5 4 年度 1五ク芍百字矢去花報告
r--..,,r--..,rヽ~、./'-',,..、~

54年5月l3日佐久市浅間会揺侭おいて総会及び臼出武正講師紀よる講演

「佐久平の弥生式土器陀ついて」を行なう。

54年6月1ワ日 第 1回役員会

54年10月25日 2回役員会

55年3月6日 3回役員会

5 5年4月22日 4回役員会

54年8月11日 第 1回例会

54年9月8日 2回例会

54年10月13日 3回例会

54年12月8日 4回例会

51;)年2月9日 5回冽会

55年3月9日 6回例会

55年4月13日 7回例会

54年6月28日佐久考古苅信/1&.l 6発行

54年10月7日

5 5年1月31日

55年5月10日

II 

/I 

// 

肱 17発行

JIG. 1 8発行

1'6. 1 9発行



(4)  

54年10月20日,-..,,z1日 遺跡研修旅行

5 5年3月20日,-....,2 4日

(3月8日,-....,19日）

メモ欄

高崎市。藤岡市等の文化財

（伊努啄古墳，観音山古墳，新保遺跡等）

考古資料展 「佐久平の弥生文化」 旧中込学校

考古展準備

以上
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佐久名 古 叫伝 リヒ・オl」S5 ~4:. 5 月1 i] ビ

出和 5 4 年｝芝 宍計 決 尊 報告

収 入 足） 部 単位円

I 

項 目 平年度予鉢額 本年度決翁如 -Hレ'-' 較 説 明

1 繰越金 1) 繰 越 金 4.7 9 4 4.7 9 4 

゜2 会 も.~,f, 、 1) 会 J;.'.,1,( , 1 2 0,0 0 0 7 6.0 0 0 △ 4 4,0 0 0 

3 委託料 1) 委 託 科 9 ,0 0 0 I 

゜
乙 9,0 0 D 

4 会幸k先上金 1) 会報売上金 2 1.0 0 0 

゜
△ 2 1,0 0 0 

← → 

1) 補 助金

゜ ゜ ゜5 寄 付金

I z > 寄 付 金

゜
1 6,0 0 0 1 6,0 0 lJ 

I 

6 雑 入 1) 雑 入 5 5.2 0 6 7 2 2 △ 5 4.4 8 4 

合 計 1I 210,000 I 9 7,5 1 6 I △ 3 5.~ 1 6 

寸

支 出 CD 部

項 目 本年度予算額 本年度決算額 比 較 I 説 明

1 報 酬 I I 1 ) 犀廿 礼 5.0 0 0 1 5.0 0 0 1 0.0 0 0 

1) 一 般旅只

゜ ゜ ゜2 旅 fc 
2) 役 負旅此 2,0 0 0 

゜
△ 2.0 0 0 

1) 印刷只 1 4 4.0 0 0 1 0,0 0 0 △ 13~000 

3 需 要賃 2) 消耗品 11 10,000 

゜
△ 1 0 .0 0 0 

3)食料位 1 5.0 0 0 29,600 1 4.6 0 0 

4 役 務 費 1)迎 信 虹 15,000 8,9 0 0 △ 6. 1 0 D 

5 価 品 費 1) 備品賠入幻

゜ ゜ ゜も 半務局ふ 1)享務 厨 只 1 o.o O 0 

゜
△ 1 o. 0 0 0 

7 繰出 金 1) 繰 出金 9 .0 0 0 1 4,0 0 0 5,0 0 0 

8 予 備校 1)予 ｛崩『：

゜ ゜I ゜繰 越 金 I1)踪 越 金， 
゜
2 0.0 1 6 2 o.o 1 6 

ムロ 酎 2 1 0.0 0 0 9 7,5 1 6 6 112孔84 
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（第;2-弓t賃豪）

1 ， 総 ム六

2, 例 会

3, 講 演 ~~;,_,__ "-、

4, 会縁の発行

5, 通1言の 発行

6, 見学旅行

7, 役 員 会

8, 封辺山シンポ
ジウム

出和 5 5 年度 手 菜計回（床）

5月 11日（日）

月1回棗 2土曜 日 午後 2: 0 0 r"--.,' 

5月 l1日（日）

年 1回（与良。 兵水 。竹内。武藤追悼特 桑号）

年 4回 (6月。 9月。 12月。 4月）

年1l巨l

謡時

1 0月

（第 3号臼案） 叶和 5 5 年度公言「ミ算 （案 ）

収 入 (/) 部

項 目 本年度予算額 前年度予算頷 比 較 I説 明

1 繰起金 I1) 繰 赳 金 2 o. o 1 6 I 4. 7 9 4 I 1 5.2 2 2 

I 

2 会 蚊 1) 会 J社...;匂_ 8 o o o o I 1 2 o. o o o I△ 4 0. 0 0 0 

3 委託料 1)委託料 o I 9. o o o I△ 9. 0 0 0 

4 会報売上金 1) 会報売上金
1 D O O: f 

21.000/△ 1 1. 0 tJ 0 

1)補助金

゜5 寄付金

2) 寄 付金 o I 

゜
6 雑 入 11) 雑 入 9. 9 8 4 5 5.2 0 6 △ 4 5.2 2 2 

合 計 I 1 2 0. 0 0 0 2 1 0.0 0 0 △ 9 0. 0 0 0 



にハ名古 丸;__i I凸
- . 

支 出 v) 麻ll

項 目 本年1変予肝額 前年度予昇頭

1 報 酬 1)謝 ネし， 1 0. 0 0 0 5.0 0 0 

1)一 般旅は

゜ ゜2 旅 只
I 

2)役 負旅虹 5 0 lJ 0 2 0 0 0 
—疇

1)印 刷 1c 4 5 0 0 0 1 4 4.0 0 0 

2)消耗品只 1 0. 0 0 0 1 0. 0 l) 0 

3)食料虹 1 5.0 U 0 1 5.0 0 D 

役務鯰 1)通信只 2 0. L7 0 0 1 5.0 0 0 

備品 貸 1) 1麟雑酋入賛 '

゜ ゜6 事務局 氏 I 1)字務局貸 1 0. 0 D 0 1 0. 0 0 0 

I 7 A塁 出 金 1)繰 出盆 5.0 0 0 9. 0 0 0 

「．

8 予俯賢 1)予侃if:c 

゜ ゜9 繰越 笠 1)繰越金

゜ ゜合 計 120000 2 1 0. 0 0 0 

I 
メ モ 腿

I 

比

t・

-4T ' •• ' ．．． 

rJ 
且1. J': 
.‘ 

較

5.0 0 0 

゜3.0 0 0 
△ 9 9. 0 0 0 

゜
゜△ 5.0 0 0 

゜
゜6 4. 0 0 0 

゜
゜

LJ 

△ 9. 0 D O O I I 

一ハ）
ビ｝

I「

説

.. 9 

r,，J 
9,‘, 

昆帥謡礼

聴弔只ヘ

,J 

コir:＇ 

明
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昭 和 5 5 年；• 月 1 0』

/¥. 
ヽ
七、

r 
ノ．、

ヽ
五、 n 目ヽ 二

、
二、

．
 

ヽ

洞

緑

山

貞

祥

寺

の

三

重

塔

婆

挙

務

局

だ

よ

り

新

入

会

貞

紹

介

兎
―
―
―
回
例

会

の

お

知

ら

せ

武

藤

出

和

五

五

年

度

総

会

。

記

念

講

液

会

邁

告

県
考
古
学
会
総
会
開
催
さ
れ
る

金

会

員

を

い

た

む

阿
防
畑
の

遺

跡

詞

査

陀

参

加

し

て

jff 

l 9 i~-

2, 0 号

吃 lO

佐久考古学会

I 

I 

• 一・- - -- .. ・・・・--ー・・.. -・ --

や花のいも



一
会
•

佐
久
市

教
育
委
員
会
・

佐
久
史
談
会
共
倦
に
よ

一
る
記
念
詔
袖
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

一
諮
帥
化
は
、
（
咀
大
教
授
・
又
学
博
士
）
戸
沢
充

一
則
先
生
を

ぷ
招
き
し
、
「
信
州

の
考
古
学
と
地
城
研

一
先

」
と
碧
し
約

一
時
拙
半
匠
わ
た
っ
て
郡
演
し
て
い

一
r; L
 

引
統
き
昼
食
後
の
午
後
二
時
よ
り

、
佐
久
考
古
学

了
し
ャ
よ
し
た
。

し
て
母
し
S

と
の
意
見
・
希
組
が
出
さ
れ
総
会
を
終

「
会
祁
の

発
行

」
は
、

今
年
度
上
半
期
ま
で
に
発
行

‘
:
、
*

，刀

一
昨
年
よ

り
事
業
酎
画
侭
組
ま
れ
未
刊
で
あ
る

去
る
五
月
十

一
日
、
岩
村
田
浅
間
会
館
大
会
議
室

員
を
品
長
に
迅
出
し
譲
恥
に
入
り
ま
し
た
。
事
務
局

一4
勺
f

で
わ
れ
た
祓
、
監
査
委
員
の
渡
辺
重
義
会
負
よ
り

一
会
酎
監
査
報
告
が
行
な
わ
れ
承
認
さ

れ
ま
し
た
3

一

続
い

て
昭
和
五
十
五
年
度
事
業
計
画
・
会
酎
予
算

一
心
翌
誓
内
に
入
り
、
手
務
局
案
迎
り
承
認
さ
れ
布
し
た

よ
り
昭
和
五
十
四
年
度
の
会
務
、
会
計
決
算
報
告
が

開
会
の
こ

と
ば
、
会
長
挨
絞
芹
亡
玩
き
井
出
正
義
会

に
於
て
昭
和
五
十
五
年
度
の
鯰
会
が
閲
か
れ
ま
し
た

記

念

謡

演

今
.f..;、

告

ば口廿

和

五

五

年

廿反

報給か`it,,

芸

月
八
日
、
塩
尻
市
紅
於
て
開
会
さ
れ
る
。

信
涙
考
古
に
よ
り
報
告

の
予
定
）
当
総
会
妬
於
て
佐

久
地
区
か
ら
は
、
佐
久
考
古
学
会
推
煎
者
の
中
か
ら
一
棺
成
し
、

（
詳
細
は

昭
利
五
五
年
度
長
野
県
考
古
学
会
総
会
が
去
み
六

甘

扁

さ

れ

る

甘

fi

県

考

古

学

矢

総

会

き
総
会
の
全
日
程
を
終
り
古
し
た
。

ん
で
懇
親
会
が
特
た
れ
、

な
ご
や
か
な

飲
談
が
つ
づ

芍

た
"' 

諮
演
会
終
了
後
は
、

戸
沢
充
則
先
生
を
囲

れ
ま
し
た
。

発
掘
の
記
録
「
多
摩
湖
の
発
掘
」
十
六
麟
が
上
映
さ

・・
『

．

ヽ
き

ーti1 

弓
条

戸
沢
先
生
が
実
践
さ
れ
た
市
民
参
加
の

,' 

た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
研
究
の
系
請
を
中
心
に
実
践
福
居
尻

g‘
花
岡
弘

の
両
全
員
が
幹
阜
と
し
て
選
亡

例
と
そ
の
特
徴

に
つ
S

て
詳
細
な
研
究
史
を
学
ぷ
こ

盛
会
と
な
り
乏

し
た。

々
の
蒋
斗
の
甲
斐
あ
っ

て
約
一

0
0名
程
が
集
ま

り

に
附

か
か
わ
ら
ず
、
考
古
学
会
員
兼
史
談
会
員
の
カ

待
の
声

も
あ
り
ま
し
た
。
準
伽
期
闊
が
短
か
か
っ
た

負
附
大
変
貴
重
な
開
演
会
が
聴
け
た
と
米
年
疫
に
期

と
が
で
き
、
南
北
佐
久
各
地
か
ら
参
加
し
た
史
談
会

役
員
会

会

長

。
幹
．
手

・
各
委
員
長
で
役
只
会
を

局
長

・
幹
事
は
官
々
選
を
認
め
な
S

o

任
期

一
名

は
埋
蔵
文
化
財
保
詮
委

地
区
幹
事
、
県
下
各
地
区
か
ら

二
名
を
選
出
す
る

を
原
則
と
す
る
。

保
設
委
員
兼
務
幹
牛
と
決
定
含
れ
た
。

財
保
設
委
員
冗
県
考
古
学
会
よ
h
推
薦
六
れ
る
。

本
会
は
次
の
役
員
を
お
く
。
役
員
は
紐

会
に
お
S

て
決
定
す
る
。

会
長
(
-
名
）

会
長

は
本
会
を
代
表
す
る
。

月

務

局

長

(
-
名
）
半
秩
局
長
は
串
務
局
を
代
表

し
、
会
税

の
献
行
を
統
轄
す

↓．0
0

i

手
務
局
は
半
括
島

長
0
・
迎
出
す
る
幹
串
若
干
名

と
各
地
区
互
況

3
北
務

馬
幹
半
で
椅
成
す
る

。
半
務
局
は
会
秘
を
分
担
し、

そ
の
仕
恥
妬
あ
た
る
。
字
栢
局

は
地
区
打
ち
ま
わ
り

監
串

（三
名
）

一
名
は
姐
栖
局
幹

恥
、

負
を
兼
ね
る
。

本
会
の
会
酎
監
査
を
行
う
。

役
負

の
任
期
け

二
年
と

す
る
。
但
し
出
窃

会
の
連
営
忙
あ
た
る
。

第
七
条

会

則

変

吏

改

正

尚
、

綜
島
会
員
は
日
本
考
古
学
協
会
の
埋
蔵
文
化

さ
れ
、
且
務
局
幹
・ザ
に
花
岡
、
福
島
が
埋
蔵
文

化
財



3)  佐久考古通信 昭和 55年 7月 10日

会 す的 ね久佐 が 委夏
よ 尚、 以るに県合 又ヽ で第ニ ー 第

り 上 ° 参考古 い地 含 九"(2) (1)' 八

推薦 監事 佐久 加 で方五 る条特 常を条

し 学行で五 ゜
別藤森埋:任委 お

さ 収 に ‘ 会な偲開年 本委負 蔵 く本
れは 慄l そ l/c, う 1変 ム＝ ，，ォ当 又 ゜ 会

ま 当 係 の野゜ 半 妬会 一 化財 (/.) 

し 会 0.) 窓辺 野業 は負 目

たの 分 口山 辺計 闘 選考 保設
的

° 里, ..、 を 佐を 、ンン 山画 を

塁 塁
シ’ と 及

委会員 会委員
遂

久古考 ボ、ウジ
ン し び 行

男 ポて 会 す

氏 、ジ ヽ 友 る
ヘ

~ 芭、・.,、K 刀9ユ疇
学会 妬ム

ゥ 秋 を た

巴 県 ムの 以 まっ め

喜
には

のと 大会
＜ 侭

依頼 極稼
上 こ 次

子呂 兼を ~ J-- の

生の 部中 し 歴広機 心 の ,田l:, ヽ う 誰

ー 物移民に心 口 た史大会そを赤戦う生で近年

ヶの おに ツ 博物 (J) な妬れ寄色荒後か活'() 固
月石化のけあキ 浅 大‘かせ の らを 自郷

に 生るる l 館い陸米北らる土廃でし分土 防
及等活モサ山が国の 月ひ器のあたが の

ぷ と や ンス脈あと行＜ 力 日 ま の時ろか生 Jレ 畑
旅共宗 卜 力 の つは ナは も 破期 う ‘ れ J 

先に教 リ ス氷た思先ダ流れた 片を に ° 古育 ツ 忙 (/_) 
で詳等オ ト 河゜え々を く 且l 代 つ を

郷故 しが I I の たの旅行て無為 掘林 のた探 参遺
く 住原 Jレ ン 追跡ヽ い自 戟 出の ロ士 る

の展 ‘の 独自然し場を 紀し開 マ地試み 加跡
昔示民ケ開 のた 過た墾 ンに 神津

をさのぺ;拓中 の英 定゚年 し がの を祖が し 調
偲れ歴ツ 大部 特 し そ て ‘ 除 知先盛

ぴて史ク 色さ し 戦退 し時当い り がん て 査
たいや笛 館ヽ 乎 を と てまく た どで敦

がる古初 原 生共そ し つは つ し う あ

ち ° 代期東の かに のたた関か と い る

゜ ゜

県 そあ戸ろ瀞し紀林出る呂 忘れ 掘区 古 周ろ 妬帰

とのこる呂‘でかたに来た 前の疲 り別学防うそ関国

も景月をは長とこは しつ 開 田前れる出さの畑発掘 かれす し
ぁ 岐瀞臀のな てけと‘方た思さえこ 0 (i( るた

れ 地上 村か 地い古く ‘ 湿い長（疋腰いれ知と 遇し記半 と

周瀞良川はれの° 現在 地わ閂広をでたらは匹々て ぎ
防 の山 ‘ 古瀞か 帯れ が延あ返物 た何参郷伶が

畑と曲形奥川 い と らののて中るはる い~, 加土長出間新
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